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2008 年日本の夏 

 桂川の夏

北京オリンピックのアスリート達へ・・・

多くの感動をありがとう！

▲ 平成 20 年度 子ども会球技大会・準備体操風景



桂
川
の
夏（
ス
ポ
ー
ツ
編
）

　

記
録
的
な
猛
暑
が
連
日
続
い
た
今
年
の
夏
。
異
常
気
象
の
影

響
か
、
各
地
で
局
地
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、

テ
レ
ビ
の
映
像
を
と
お
し
て
、
あ
ら
た
め
て
自
然
の
脅き

ょ
う
い威

を
実

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
夏
の
一
番
の
話
題
と
い
え
ば
、
平
和
の
祭
典

で
あ
る
４
年
に
１
度
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
お
隣
の
中
国
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
連
日
の
日
本
人
選
手
の
頑
張
り
に
、
日
本

中
が
熱
い
声
援
を
送
っ
た
夏
で
も
あ
り
ま
し
た
。日
頃
の
練
習
・

努
力
の
成
果
を
遺い

か
ん憾

な
く
発

揮
す
る
選
手
達
の
姿
、
そ
し

て
大
舞
台
に
上
が
る
ま
で
の

人
間
ド
ラ
マ
に
多
く
の
感
動

を
覚
え
ま
し
た
。
同
じ
北
京

の
会
場
で
今
月
６
日
～
17
日

の
期
間
で
開
催
さ
れ
る
北
京

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
、
多

く
の
日
本
人
選
手
の
メ
ダ
ル

獲
得
が
期
待
さ
れ
ま
す
。「
頑

張
れ
ニ
ッ
ポ
ン
！
」

　

私
た
ち
の
地
元
の
話
題
と

言
え
ば
、
夏
の
甲
子
園
。
地
元
高
校
と
し
て
は
39
年
ぶ
り
に
甲

子
園
の
土
を
踏
ん
だ
飯
塚
高
校
ナ
イ
ン
。
福
岡
県
大
会
で
６
試

２
０
０
８
年 

日
本
の
夏

合
を
投
げ
て
自
責
点
２
、
防
御

率
０
．３
９
の
左
の
本
格
派
、
辛

島
投
手
を
軸
に
投
打
と
も
に
安
定
し
た
チ
ー
ム
で
、
８
月
４
日

沖
縄
県
代
表
の
浦う

ら
そ
え添

商
業
高
校
と
の
対
戦
に
臨
み
ま
し
た
。

　

飯
塚
高
校
野
球
部
の
日
頃
の
練
習
と
努
力
の
成
果
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
試
合
前
日
の
夜
に
福
岡
を
出
て
甲
子
園
に
乗
り
込

ん
だ
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
大
応
援
団
や
、
遠
く
福
岡
か
ら
も

多
く
の
熱
い
声
援
を
力
に
し
て
戦
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、
試
合
終
了
後
に
は
、
飯
塚
高
校
の
全
力

野
球
に
多
く
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

桂
川
町
で
も
飯
塚
高
校
の
甲
子
園
出
場
決
定
後
、
桂
川
町
立

図
書
館
周
辺
に
甲
子
園
出
場
祝
の
看
板
や
桂
川
町
役
場
玄
関
ロ

ビ
ー
に
支
援
の
た
め
の
募
金
箱
を
設
置
し
て
、
応
援
し
て
き
ま

し
た
。
飯
塚
高
校
野
球
部
か
ら
は
、「
桂
川
町
民
の
皆
様
の
多

く
の
ご
支
援
、
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

上
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

甲
子
園
か
ら
飯
塚
に
帰
っ
て
き
た
野
球
部
は
、
１
日
だ
け
休

息
を
取
り
、
そ
の
翌
日
に
は
来
年
の
選
抜
、
甲
子
園
に
向
け
、

再
び
白
球
を
追
い
か
け
る
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

Beijing Olympic（北京オリンピック） & high school baseball（高校野球）

　▲ 福岡県大会優勝旗とメダルを手にした
　飯塚高校の選手達

　▼ 甲子園でも力投を見せた、
　飯塚高校の辛島投手

　▲ 飯塚高校のスクールカラーのロイヤルブルーで
  アルプススタンドを染めて熱い声援を送る応援団

 

・
ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
が
目
白
押
し
！
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～桂川町のメダリスト～

　8 月 3 日（日）、真夏の太陽がギラギラと照りつけ

るなか、毎年夏休み恒例の「子ども会球技大会」（桂

川町子ども会指導者連絡協議会主催）が開催されまし

た。午前中に桂川東小学校のグラウンドで行われた

キックベースボールには、泉ヶ丘、土居一、土師六、

豆田・第一豆田合同、弥栄の小学生・５チーム 60 名

が参加しました。一
いっとういっしゅう

投一蹴に、各チームの監督・保護

者からも大きな声援が飛びかいました。

　また、その後行われたダーツボールには、幼児～

大人（指導者）までの 82 名が参加し個人とチームで

の得点を競いました。ダーツボールは、10㍍先の棒

を中心とした大きさの異なる円内へ、５個のボールを

ゲートボールスティックで打ち、中心棒への近さに応

じて与えられる得点を競う競技です。

　午後からは、場所を同小学校の体育館に移して、ソ

フトバレーボールが行われました。桂ヶ丘、第一豆田、

土居一、土居二、土師二、豆田、弥栄の小・中学生・

８チーム 70 名が参加し、各コートでは、外の熱気以

上に熱い声援が飛ぶなか、更に熱い戦が繰り広げられ

ました。

ball game contest（球技大会）

▲ 得点の集計が済み、
優勝を知らされてビック
リ。照れながらの表彰式
でした。

（優勝得点 31 点）

▲ 決勝３セット目も、ジュース
（1 セットの勝負が決まる直前に
同点となること。）までもつれた
熱戦だったので勝てて最高です。

▲ 毎試合、全員がよく蹴り、走っ
て大量得点で勝ってきました。金
メダルがもらえて、頑張ったかい
がありました。

▲ 昨年に続いての準優勝。金メ
ダルまであと一歩だったので、悔
しいけどまた来年頑張ります。

▲ 来年は、もっと上を目指して
頑張ります。

▲ 2 地区合同チームで、協力して
頑張った結果、銀メダルがとれて
うれしいです。

▲ コーチの下、７人で頑張ってプ
レーしました。

 ・平成20年度 子ども会球技大会
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sumo wrestler( 相撲取り）

▲ 第 38 回全国中学校相撲選手権大会での活
躍を期待する井上町長と「全国大会で活躍し
て、桂川町の名を有名にします。」と大きな手
で固く握手をする吉木くん。

第
38
回
全
国
中
学
校
相
撲
選
手
権
大
会
出
場

第
36
回
九
州
中
学
校
相
撲
競
技
大
会
出
場

　
　

桂
川
中
学
校
３
年
生　

吉
木 

優ゆ
う
す
け友
く
ん

祝

　

得
意
技
は
、
好
き
嫌
い
な
く
ご
飯
を
沢

山
食
べ
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
、
体
格
と
力

を
活
か
し
て
の
“
寄
り
切
り
”
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
精

し
ょ
う
じ
ん

進
し
て
頑
張
り
ま
す
！

張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
後
も
益

ま
す
ま
す々

活
躍
し

て
、
桂
川
町
の
名
を
広
く
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら

え
た
ら
と
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
町
を
上
げ
て
の
応

援
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
敗
退
し
、

惜
し
く
も
入
賞
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
つ

の
日
か
「“
魁か

い
お
う皇

”
に
つ
づ
く
郷
土
力
士
誕
生
！
」
な

ど
と
、
将
来
が
と
て
も
楽
し
み
な
好
青
年
で
し
た
。

四つ身になって自分の
体を相手に密着させ、
前か横に進みながら土
俵外に出すこと。

相撲決まり手

寄り切り

　

８
月
23
日
・
24
日
の
日
程
で
石
川
県
七な

な
お尾

市
で
開
催

さ
れ
た
第
38
回
全
国
中
学
校
相
撲
選
手
権
大
会
へ
、
桂

川
中
学
校
３
年
生
の
吉
木
優
友
く
ん
が
出
場
し
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
大
会
に
先
立
ち
８
月
８
日
・
９
日
に

沖
縄
県
名な

ご護
市
で
開
催
さ
れ
た
第
36
回
九
州
中
学
校
相

撲
競
技
大
会
で
は
、
予
選
３
戦
全
勝
と
順
当
に
白
星
を

重
ね
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
で
惜
し
く
も
敗
れ

は
し
ま
し
た
が
ベ
ス
ト
16
に
入
り
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
を
前
に
、
８
月
18
日
、
校
長
先
生
、
相
撲

顧
問
の
先
生
と
と
も
に
井
上
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。
幼
い
頃
か
ら
他
の
子
よ
り
も
一
回
り
も
二
回
り

も
大
き
か
っ
た
と
い
う
恵
ま
れ
た
体
格
（
現
在
身
長

１
８
７
㎝
・
体
重
は
１
４
４
㎏
）
に
は
、
既
に
角か

く
か
い界
が

注
目
し
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
相
撲
部
屋
か
ら
は
、
声

も
か
か
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
吉
木
く
ん
は「
相

撲
は
好
き
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
も
し
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
の
こ
と
。
井
上
町
長
か
ら
は
「
桂
川
中
学

校
か
ら
全
国
大
会
出
場
者
が
出
る
の
は
久
し
ぶ
り
の
事

で
、
町
に
と
っ
て
も
大
変
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
、
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
め
っ
た
に
な
い
機
会
で
す
の
で
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
全
国
大
会
で
は
頑

平 20. 広報けいせん ９月	 ４頁



人口：約 2,290 万人（2007 年 6 月末現在）

面積：約 35,500㎢（九州とほぼ同じ面積）

距離：福岡から直線距離で約 1,300㎞

　　　　　（沖縄・石垣島からなら約 100㎞）

　

台
湾
は
、九
州
の
南
、沖
縄
か
ら
更
に
南
西
の
方
角
に
位
置
し
た
、

木
の
葉
の
よ
う
な
形
を
し
た
台
湾
島
と
そ
の
周
辺
諸
島
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
上
で
発
生
し
た
台
風
の
多
く
が
、
台
湾

付
近
を
通
過
し
て
日
本
に
や
っ
て
く
る
た
め
、
テ
レ
ビ
の
お
天
気

ニ
ュ
ー
ス
で
も
よ
く
、
日
本
と
台
湾
の
地
図
が
登
場
し
ま
す
。
日

本
と
の
時
差
は
、
わ
ず
か
１
時
間
（
日
本
が
午
前
10
時
の
時
、
台

湾
は
午
前
９
時
）
で
、
福
岡
空
港
か
ら
も
直
行
便
が
１
日
３
往
復

出
て
い
ま
す
。
気
候
は
、
九
州
に
よ
く
似
て
夏
は
蒸
し
暑
く
、
冬

は
温
暖
な
亜
熱
帯
・
熱
帯
と
な
り
ま
す
。

　

台
湾
は
ア
ジ
ア
の
中
で
も
強
い
経
済
力
（
パ
ソ
コ
ン
・
テ
レ
ビ

部
品
等
、
電
子
工
業
関
連
な
ど
で
の
加
工
貿
易
に
よ
る
）
を
持
ち
、

日
本
経
済
と
も
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
に
つ
い

て
の
水
準
も
高
く
、
大
学
の
進
学
率
も
７
割
を
超
え
、
海
外
、
特

に
日
本
の
様
々
な
文
化
な
ど
へ
の
関
心
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

台
湾
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

international exchange( 国際交流）

　

７
月
16
日
、台
湾
（
高
雄
市
）
出
身
の
11
歳
の
「
こ

ど
も
大
使
」
４
人
が
桂
川
町
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も
会
議
・

イ
ン
福
岡
）
が
主
催
す
る
も
の
で
、
今
年
で
20
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
、
桂
川
小
学
校
を
訪
問
し
、
５
年
生
の

ク
ラ
ス
に
入
り
、
歓
迎
会
や
プ
ー
ル
な
ど
に
参
加
し

ま
し
た
。
５
年
生
に
よ
る
歓
迎
会
で
は
、
歓
迎
の
花

笠
音
頭
に
よ
る
躍
り
や
様
々
な
交
流
ゲ
ー
ム
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
桂
川
小
学
校
の
児
童
は
握
手
と
、

先
生
に
教
わ
っ
た
英
語
や
中
国
語
に
よ
る
あ
い
さ
つ

と
、
後
は
身
振
り
手
振
り
で
お
互
い
の
意
志
を
通
じ

合
わ
せ
、
親し

ん
ぼ
く睦
を
深
め
ま
し
た
。
歓
迎
会
を
開
い
て

く
れ
た
お
礼
に
と
、
こ
ど
も
大
使
か
ら
は
、
台
湾
の

伝
統
的
な
躍
り
や
、
コ
カ
リ
ナ
演
奏
が
披ひ

ろ
う露
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
け
い
せ
ん
「
夢
・
人
・
未
来
塾
」
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
広
場
主
催
の
歓
迎
会
で
は
、
コ
マ
・
け
ん
玉

な
ど
の
日
本
の
伝
統
的
な
遊
び
や
、
陶と

う
ば
ん板

へ
の
絵
付

け
体
験
な
ど
を
経
験
し
た
あ
と
、
ソ
ー
メ
ン
流
し
を

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。

▲ 写真後列左からジェイスン、ライアン、マックス、
ケリー。桂川町のホストファミリーの子どもたちと記
念撮影。4 人の将来の夢は、医者や音楽家だそうです。 

・
台
湾
か
ら
「
こ
ど
も
大
使
」
が
桂
川
町
に

　

 

習
字
に
も
挑
戦
。「
友
」
の
文
字

を
み
ん
な
で
書
き
ま
し
た
。

▲

台湾（台北）

日本（沖縄）

日本（福岡）福岡⇔台北
直行便で約２時間

台湾（高雄） 日本（石垣島）

台北⇔高雄
約1時間
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peace learning( 平和学習）& summer vacation( 夏休み）

　

８
月
８
日
、
桂
川
町
立
図
書
館
で
は
小
さ
な
図
書
館
員
４
名
が
、
ニ
ッ
コ
リ
笑
顔
で
訪
れ
た

人
々
を
出
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
桂
川
町
立
図
書
館
が
、「
一
日
図
書
館
員
体
験
」
と
し
て
募
集
・

開
催
し
た
も
の
で
、
桂
川
小
学
校
の
６
年
生
３
名
と
５
年
生
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
本
の
貸
し
出
し
、
返
却
の
手
続
き
や
返
却
さ
れ
た
本
を
棚
に
戻
し
た
り
と
、

一
日
忙
し
く
頑
張
り
ま
し
た
。
感
想
を
尋
ね
る
と
皆
「
本
を
元
の
場
所
に
戻
す
の
が
一
番
大
変

で
し
た
。」
と
同
じ
答
え
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
桂
川
町
立
図
書
館
の

蔵ぞ
う
し
ょ書

は
約
９
万
８
千
５
百
冊
だ
そ

う
で
す
。

　

一
日
図
書
館
員
の
皆
さ
ん
、
お

疲
れ
様
で
し
た
。

桂
川
の
夏（
夏
休
み
編
）

・
桂
川
小
学
校
平
和
学
習
（
８
月
６
日
登
校
日
）

　

８
月
６
日
、
世
界
で
初
め
て
広
島
に
原
子
爆
弾
が
使
用
さ
れ
て
か
ら
63
回
目
の
原
爆
慰
霊

の
日
。
桂
川
町
の
小
中
学
校
で
は
毎
年
、
こ
の
８
月
６
日
を
夏
休
み
中
の
登
校
日
と
し
、
先

の
戦
争
や
原
爆
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
へ
哀あ

い
と
う悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
日
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
よ
り
桂
川
小
学
校
で
は
、
６
年
生
が
各
学
年
の
各
ク
ラ
ス
で
講
義
を
行
う
と
い
っ

た
平
和
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
６
年
生
が
、
春
の
修
学
旅
行
で
長
崎
平
和
公
園

や
原
爆
資
料
館
な
ど
を
訪
れ
、
原
爆
の
悲
惨
さ
に
つ
い
て
遺
品
や
遺
跡
を
実
際
に
見
る
体
験

を
と
お
し
た
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
体
験
か
ら
学
ん
だ
「
平
和
の
尊
さ
」
を
、
直

接
他
の
学
年
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
今
年
も
、
修
学
旅
行

後
か
ら
「
ど
う
し
た
ら
分
か

り
や
す
く
、
平
和
の
大
切
さ

が
伝
わ
る
だ
ろ
う
か
？
」
と

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
作
っ
た

資
料
を
使
っ
て
講
義
し
、
皆

で
平
和
に
つ
い
て
考
え
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

▲ 原爆で犠牲となられた方
へ黙とうする子どもたち。

（平和集会での様子）

▲ 体育館壁面に掛けられた
原爆の恐ろしさを物語るパ
ネルに真剣に見入る子ども
たち。

▲ 低学年のクラスで少しで
も興味を持ってもらえるよう
に、アニメのキャラクターを
使った工夫をこらした発表。

▲ 紙芝居風の発表方法で原
爆の怖さを分かりやすく伝え
ようとする班。

▲ 6 年生の発表後、「原爆は
今、世界にどのくらいあるの
ですか？」など多くの質問の
手が挙がる 5 年生のクラス。

・
夏
休
み
は
住
民
セ
ン
タ
ー
へ
き
ん
し
ゃ
ー
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
夏
休
み
居
場
所
作
り
塾
）

　

今
年
も
、「
夏
休
み
は
住
民
セ
ン
タ
ー
へ
き
ん
し
ゃ
ー
い
！
」
と
題
し
て
、
け
い
せ
ん
「
夢
・

人
・
未
来
塾
」
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
の
主
催
で
「
夏
休
み
居
場
所
作
り
塾
」
が
７
月
22
日
～
25
日
、

８
月
18
日
・
20
日
・
25
日
・
27
日
の
午
前
中
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
の
１
時
間
は
、各
自
、夏
休
み
の
宿
題
や
読
書
を
行
い
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
教
わ
っ

た
り
し
て
学
習
に
励
み
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、様
々
な
遊
び
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
自
由
に
遊
ぼ
う
！
」
で
は
、
様
々
な
形
や
絵
が
描
か
れ
た
素
敵
な
ダ

ン
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
に
よ
る

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
で
は
、
生
き
生
き
と
し
た
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

▲ 「夏休み居場所作り塾」
で、まず朝の学習に取り組
む子どもたちと見守りボラ
ンティア。

▲ 朝の学習終了後、住民セ
ンター大ホールでダンボー
ルを使って遊ぶ子どもたち。
完成したダンボールハウス。

▲ バルーンアート（風船）
で作ったハートの中の素敵
な笑顔に「ハイ！チーズ！」

“パシャッ！”

▲ 一日図書館員お勧めの本
です。9 月末まで図書館内に
掲示してありますので、本
選びの参考にしてください。

▲ 「夏休み毎日昼ご本」で
本の読み聞かせをする一日
図書館員。とても緊張した
そうです。

 

・
夏
休
み
一
日
図
書
館
員
体
験
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summer school( サマースクール）

　

今
年
の
夏
休
み
、桂
川
東
小
学
校
で
は
、初
め
て
の
試
み
と
な
る
「
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
」
を
、
８
月
４
日
（
月
）
か
ら
９
日
（
土
）
の
６
日
間
の
日
程

で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
64
名
（
在
校
生
１
１
８
名
中
）
と
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、
次
の
よ
う
に
夏
休
み
中
の
学
校

を
開
放
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
作
り
を
通
し
て
、
生
き
生
き
と
し

た
元
気
な
子
ど
も
た
ち
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

規
則
正
し
い
生
活
の
リ
ズ
ム
作
り

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
中
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ビ
ッ
シ
リ
組
み
込
ま
れ
、
こ

れ
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
は
、
規
則
正
し
い
生
活
が
送
れ
ま
し
た
。

授
業
で
は
で
き
な
い
体
験
、
経
験

　

今
回
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、
日
頃
の
授
業
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
「
手

話
」
や
「
お
だ
ん
ご
作
り
」「
料
理
教
室
」「
始
ま
っ
て
か
ら
の
お
楽
し
み
工
作
」

や
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
に
「
竹
の
器
作
り
」「
ペ
タ
ン
ク
」「
ソ
ー
メ
ン
流
し
」

と
い
っ
た
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
子
ど
も
た
ち
の
探
究
心
を
刺
激
す

る
こ
と
で
、
楽
し
ん
で
多
く
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

外
部
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
の
「
ふ
れ
あ
い
」

　

こ
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
熱
心
に
応
援
・
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
近
隣
地
域

の
方
々
、
総
合
高
校
の
生
徒
さ
ん
、
桂
川
町
手
話
の
会
、
け
い
せ
ん
「
夢
・
人
・

未
来
塾
」
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
、町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
の
方
々
と
の
「
ふ

れ
あ
い
」
で
、
礼
儀
・
マ
ナ
ー
・
言
葉
遣
い
と
い
っ
た
人
と
し
て
の
生
き
る
基

本
の
向
上
が
図
れ
ま
し
た
。

　　

さ
あ
新
学
期
で
す
。
こ
の
夏
の
様
々
な
体
験
を
人
生
の
糧
と
し
て
、勉
強
に
・

運
動
に
・
友
達
づ
く
り
に
と
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
て
桂
川
っ
子
!!

・
平
成
20
年
度　

桂
川
東
小
学
校
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

KeisenPhoto

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

in
 桂

川
東

小
学

校
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桂
川
の
夏
（
夏
ま
つ
り
桂
川
２
０
０
８
）

in 住民センター
　　【２００８】

動
「
今
年
も
盛
り
上
が
っ
て
イ
コ
ー
ゼ
ー
♪
」
と
パ
ワ
フ
ル
な
司
会

者
の
掛
け
声
と
と
も
に
、「
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

in 

桂

川
」
で
幕
を
開
け
た
今
年
の
夏
ま
つ
り
桂
川
２
０
０
８
の
特
徴
は
「
動
」。

　

８
月
23
日
は
、
桂
川
の
子
ど
も
た
ち
や
大
学
生
、
ダ
ン
ス
教
室
の
生

徒
な
ど
に
よ
る
躍や

く
ど
う動
感
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
と
音
楽
に
、
会
場
も
ヒ
ー
ト

ア
ッ
プ
。
そ
の
後
の
盆
踊
り
大
会
で
は
、
土
居
一
、
土
居
三
、
下
土
師
、

吉
隈
二
、
笹
尾
一
、
豆
田
の
各
地
区
と
協
賛
出
場
（
英

は
な
ぶ
さ
り
ゅ
う
は
な
ぶ
さ
せ
い
し
の
か
い

流
英
聖
乃
会
、

新し
ん
ち
く
ま
り
ゅ
う
つ
る
の
か
い

千
曲
流
鶴
の
会
、
桂
川
町
婦
人
会
）
に
よ
る
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
、

艶あ
で

や
か
な
盆
踊
り
と
な
っ
て
披ひ

ろ
う露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
同
様
お
値
段
据
え
置
き
、
怖
さ
増
量
の
お
化
け
屋
敷
も

好
評
で
し
た
。

▲「キャー！出た～！」

▲「どれをすくおうかなあ？」お
祭り夜店の定番、金魚すくい。

▲売れ行き好調。でも裏方は大変。

▲桂川町のニコニコレンジャーで
す♪ 今日は、バッチリ踊れました。

▲息を合わせて「そりゃー！」

▲振り付けもさることながら最後の
決めポーズが命。「キマッてる～！」

▲一日目の福引一等、おめでとう
ございます。

▼「Dance Festival in 桂川」出場者全員で「ハイポーズ！」

▲桂川町のブルーフラッシュです♪ 
ダンスサイコー♪。

▲各地区素晴らしい躍りで、甲乙
つけ難く、審査するのも大変です。

▲華麗な踊りにアクセントをつけ
る、見事なバチさばき。

▲今年の盆踊り大会、大賞に輝い
た豆田地区の皆さん。

▲頑張って練習しました。来年は
もっと頑張って大賞目指します。

▲練習の賜
たまもの

物。見事に揃
そろ

った踊り
を披露。

夏まつり桂川 2008

８月23日（土）
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揺
ら
め
く
灯
火
が
作
り
出
す

幽
玄
の
世
界
へ
。静

２
日
目
の
夏
ま
つ
り
桂
川

２
０
０
８
は
、
腹
の
底
ま

で
響
き
渡
る
よ
う
な
力
強
い
王
塚

太
鼓
の
演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し

た
。
炎え

ん
じ
ん
せ
ん
た
い

神
戦
隊
ゴ
ー
オ
ン
ジ
ャ
ー

シ
ョ
ー
で
は
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
力
い
っ
ぱ
い
声
援
を
送
り
、

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｊ 

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

ラ
イ
ブ
で
は
、
大
人
顔
負
け
の
ダ

ン
ス
の
数
々
に
拍
手
喝か

っ
さ
い采

。

　

途
中
、修

し
ゅ
う
と
う
か
ん

刀
館
（
剣
道
）
の
凛り

り々

し
い
少
年
・
少
女
剣
士
の
演
舞
や
、

杉
山
３さ

ん
き
ゅ
う

９
さ
ん
の
愉
快
な
司
会
進

行
も
さ
ら
に
お
祭
り
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　
「
ダ
ン
シ
ン
グ
☆
谷
村
・
松
浦

☆
さ
ぁ
や
」
の
、
観
客
席
に
飛
び

出
し
て
の
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
で
は

笑
い
が
絶
え
ず
、
楽
し
い
短み

じ
か
よ夜
の

ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

▲「昴
すばる

」（谷
た に む ら し ん じ

村新司の代
表曲）を熱唱するダンシ
ング☆谷村さん。

▲夏まつり桂川おなじみ

の名司会、杉山 3
さんきゅう

9 さん。

　

ゴ
ー
オ
ン
ジ
ャ
ー
登
場
。

▲

　
「
ゴ
ー
オ
ン
ジ
ャ
ー
ガ
ン

バ
レ
ー
。」

▲
８
月
24
日
、
夏
ま
つ
り
桂
川
の
会
場
の
賑
わ
い
か
ら
少
し
離
れ
た
土
居

一
区
の
「
い
ぼ
と
り
地
蔵
」
で
、
季き

か夏
の
風
物
詩
、
地
蔵
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
、
地
域
の
幸
福
と
安
全
を
願
う
も
の
で
、

参
加
者
は
ロ
ウ
ソ
ク
に
願
い
を
込
め
な
が
ら
、
一
本
ず
つ
灯
し
て
い
き
ま
す
。

　

入
り
口
か
ら
お
堂
ま
で
の
間
に
灯
さ
れ
た
、
約
千
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
の
揺

ら
め
く
炎
は
、
漆
黒
の
闇
に
、
幽
玄
な
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

足
元
に
揺
ら
め
く
ロ
ウ
ソ
ク
は
、
訪
れ
た
人
々
を
出
迎
え
る
道
し
る
べ

と
な
り
、
手
に
し
た
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
火
は
、
穏
や
か
な
人
々
の
顔
を
優
し

く
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

脈々と受け継がれる夏夜の伝統 地蔵祭り

夏まつり桂川 2008

８月24日（日）

▲松浦☆さぁやです♪ ▲修
しゅうとうかん

刀館の演舞披露風景。 ▲二日目福引 1 等当選です。 ▲スタジオ MJ キッズダンス。
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９
月
～
11
月
が
最
も
危
険
で
す
！

ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

▲　駆除のため巣に近づくと同時に襲いか

　かってくるキイロスズメバチを追い払う

　森田さん（巣は森田さんの右上軒下）

「
危
険
な
ハ
チ
に
つ
い
て
専
門
家
に
聞
く
」

　

約
五
千
種
い
る
と
言
わ
れ
る
ハ
チ
の
仲
間
で
す
が
、
刺

傷
被
害
の
原
因
と
な
る
ハ
チ
は
主
に
ス
ズ
メ
バ
チ
、
ア
シ

ナ
ガ
バ
チ
、
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
お
尻
に
黄
色
と
黒
の
縞し

ま

の
あ

る
ハ
チ
に
よ
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
特
に
ス
ズ
メ
バ

チ
は
九
州
内
に
５
種
類
が
生
息
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も

攻
撃
性
が
非
常
に
強
く
、
大
き
さ
も
最
大
の
オ
オ
ス
ズ
メ

バ
チ
は
、
地
中
や
低
い
位
置
に
あ
る
樹じ

ゅ
ど
う洞

（
木
の
中
に
で

き
た
空く

う
ど
う洞

）
や
、
床
下
な
ど
に
巣
を
作
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
も
身
近
に
よ
く
見
ら
れ

る
ス
ズ
メ
バ
チ
の
仲
間
で
、
や
は
り
攻
撃
性
が
強
く
天
井

裏
、
床
下
、
樹
洞
、
軒
下
や
木
の
枝
な
ど
様
々
な
場
所
に

巣
を
作
り
ま
す
。
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
巣
が
手て

ぜ
ま狭
に

な
っ
た
り
、
屋
根
裏
な
ど
が
暑
く
な
る
今
の
時
期
は
、
軒

下
や
木
の
枝
な
ど
の
涼
し
い
場
所
に
巣
を
分
け
て
数
を
増

や
し
て
い
き
ま
す
。

　

通
常
ハ
チ
は
、
冬
に
は
全
て
死
に
ま
す
が
、
10
月
か
ら

11
月
に
か
け
て
生
ま
れ
る
新
女
王
バ
チ
は
、
唯
一
越
冬
し

来
年
の
春
に
新
た
に
子
孫
を
増
や
す
役
目
を
負
い
ま
す
。

子
孫
繁
栄
の
た
め
、
新
女
王
バ
チ
を
守
る
こ
の
時
期
の
ハ

チ
は
、
一
層
攻
撃
性
を
増
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
、
ご
存
知
で
す
か
？ 
実
は
ハ
チ
刺
さ
れ
に
よ
る

死
亡
者
は
毎
年
全
国
で
20
～
30
件
近
く
報
告
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
。
こ
れ
は
、
マ
ム
シ
な
ど
の
毒
蛇
に
よ
る
死
者
数
を

は
る
か
に
上
回
る
数
で
、
ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
私
た
ち
の
身
近
に

い
る
生
き
物
の
な
か
で
、
最
も
危
険
な
生
き
物
な
の
で
す
。

　

報
告
の
中
に
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
大
群
に
襲
わ
れ
て
、
多
量

の
毒
に
よ
り
呼
吸
不
全
や
心
停
止
と
な
り
、
死
に
至
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
最
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
、
た
と
え
１
匹
の
ハ
チ
に
刺
さ
れ
て
も
死
に
至
る
「
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
（
急
性
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
）」
に
よ

る
シ
ョ
ッ
ク
死
で
す
。

　

人
に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
程
度
は
異
な
る
た
め
一
概
に

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
後
、
数
分
後
に
刺し

し
ょ
う傷

箇

所
の
腫は

れ
だ
け
で
な
く
、
体
全
体
に
蕁じ

ん
ま
し
ん

麻
疹
や
だ
る
さ
、
息
苦

し
さ
、
動ど

う
き悸

、
発
熱
、
め
ま
い
な
ど
の
症
状
が
出
た
時
は
、
一

刻
も
早
く
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
次
回
の
刺

傷
は
、
特
に
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ハ
チ
の
刺
傷
被
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
ハ
チ
を
見
か
け
た
場
合
に
は
、
最
大
限
の
注
意
を
払
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

　　キイロスズメバチ（大きさは 3 センチ程度）とその巣
（初期）。このまま放置すれば数日間で倍以上の大きさになり、
働きバチの数も数十匹から 100 匹近くになります。また、
一つの巣があれば、その周辺には数十もの巣があるそうです。

▲

【
身
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
害
虫
】

ス
ズ
メ
バ
チ
（
ハ
チ
目
・
ス
ズ
メ
バ
チ
科)
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ハ
チ
が
刺
す
の
は
、
ど
ん
な
時
？

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
花
を
つ
け
る

山さ
ざ
ん
か

茶
花
や
、
冬
か
ら
春
に
花
を

咲
か
す
椿

つ
ば
き

は
、
庭
木
や
雑ぞ

う
き
ば
や
し

木
林
な
ど

に
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
葉
を
好
む
の
が
、
黒
と
橙

だ
い
だ
い
い
ろ色

の
縞し

ま
も
よ
う

模
様
に
全
身
を
毛
で
覆
わ
れ
た

「
チ
ャ
ド
ク
ガ
の
幼
虫
（
体
長
１
㌢
程

度
の
ケ
ム
シ
）」
で
す
。

　

６
月
～
７
月
、
９
月
～
10
月
頃
の
年
２
回
発
生
し
、
葉
の
裏
に

ビ
ッ
シ
リ
と
つ
き
葉
を
食
い
尽
く
し
ま
す
。
植
物
の
食
害
だ
け
で

な
く
、
幼
虫
の
背
面
に
は
50
万
本
も
の
微
細
な
毒
針
毛
が
あ
り
、

こ
れ
に
触
れ
る
と
数
十
分
で
触
れ
た
部
分
が
赤
く
は
れ
上
が
り
痒か

ゆ

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
毒
針
毛
は
非
常
に
も
ろ
く
折
れ
や
す
い
た

め
、
指
さ
れ
た
部
分
を
掻か

き
む
し
る
と
、
折
れ
た
断
片
が
さ
ら
に

他
の
部
分
に
刺
さ
り
、
体
の
広
範
囲
に
発ほ

っ
し
ん疹

が
広
が
り
、
激
し
い

痒か
ゆ

み
が
２
～
３
週
間
も
続
き
ま
す
。
さ
ら
に
、ス
ズ
メ
バ
チ
同
様
、

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
方
の
場
合
、
刺
さ
れ
た
回
数
が
増
す
ご
と
に

重
症
化
し
、
命
を
落
と
す
危
険
も
あ
り
ま
す
。
虫
取
り
な
ど
で
何

気
な
く
藪や

ぶ

に
入
っ
て
触
れ
た
り
と
、
子
ど
も
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。
こ
れ
ら
の
樹
木
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

　

巣
に
数
㍍
～
10
㍍
以
内
に
近
寄
る
と
、
周
囲
を
飛

び
回
っ
て
警
戒
し
ま
す
。
こ
の
時
、
大
き
な
音
を
出

し
た
り
し
て
騒
ぎ
立
て
る
と
、
多
数
の
ハ
チ
が
出
て

き
て
警
戒
体
制
に
入
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
近
づ
く
と
、
ま
と
わ
り
つ
く
よ
う
に
周
囲

を
飛
び
回
り
、
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
は
、
顎あ

ご

を
か
み
合

わ
せ
て
「
カ
チ
カ
チ
」
と
威い

か
く
お
ん

嚇
音
を
発
し
ま
す
。

　

威
嚇
を
無
視
し
た
り
、
巣
の
あ
る
枝
や
土
中
の
近

く
を
通
り
、
巣
に
振
動
な
ど
の
刺
激
を
与
え
る
と
、

興
奮
し
た
ハ
チ
が
出
す
“
警
報
フ
ェ
ロ
モ
ン
”
に
反

応
し
て
、
集
団
で
攻
撃
し
て
き
ま
す
。

　

オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
餌え

さ
ば場
（
樹
液
が
出
て
い
る

樹
木
）
に
近
づ
い
た
場
合
な
ど
で
も
攻
撃
し
て
き
ま

す
。
ま
た
、
新
女
王
バ
チ
が
誕
生
す
る
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
、
い
き
な
り
攻
撃
し
て
く
る
場
合
も
あ
る
た

め
、刺
さ
れ
な
い
よ
う
予
防
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
警
戒
】

【
威
嚇
】

【
攻
撃
】

刺
さ
れ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

巣
な
ど
が
近
く
に
あ
り
、
ハ
チ
が
飛
ん
で
き
た
場

合
は
、
騒
い
だ
り
、
手
で
追
い
払
っ
た
り
せ
ず
、
頭

を
低
く
し
て
静
か
に
そ
の
場
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
単
独
で
飛
ぶ
ハ
チ
の
場
合
は
静
か
に
飛
び
去

る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
虫
取
り
や
ア
ウ
ト
ド
ア
、
庭

木
の
剪せ

ん
て
い定

な
ど
野
外
活
動
を
行
う
際
に
は
、
ま
ず
ハ

チ
に
遭
遇
す
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
念ね

ん
と
う頭

に
置
き

ま
し
ょ
う
。
次
に
、
な
る
べ
く
白
っ
ぽ
い
服
装
で
出

か
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
ス
ズ
メ
バ
チ
は
「
黒
色
」
を

攻
撃
す
る
性
質
が
あ
る
の
で
、
頭
を
守
る
た
め
、
白

系
の
帽
子
が
あ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
香
水
や
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
を
し
て
の
野
外
活

動
も
控
え
ま
し
ょ
う
。

【
補
足
】

【
遭
遇
】

【
行
動
】

予防

刺
さ
れ
た
ら
、
ど
う
す
る
？

　

刺
傷
部
に
痛
み
と
腫
れ
が
出
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に

毒
液
を
搾し

ぼ

り
出
す
か
吸
い
出
し
、
刺
傷
部
を
水
で
洗

浄
し
た
後
、
氷
や
冷
水
で
冷
や
し
ま
す
。
痛
み
と
炎

症
を
抑
え
る
た
め
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
、
ス
テ
ロ
イ

ド
の
軟
膏
を
塗
り
ま
す
。

　

刺
傷
か
ら
数
分
後
に
身
体
に
異
常
（
腫

し
ゅ
ち
ょ
う脹
、

蕁じ
ん
ま
し
ん

麻
疹
、
め
ま
い
な
ど
）
を
感
じ
た
時
は
、
直
ぐ
に

最も
よ
り寄
の
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
呼
吸
苦
や

意
識
喪
失
な
ど
の
場
合
は
、
一
刻
を
争
い
ま
す
の
で

救
急
（
１
１
９
番
）
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

【
処
置
】

【
注
意
】

▲　スズメバチの中で最も大型になるオオ
スズメバチ。（最大約 5 センチ）
　攻撃性が非常に強く、またハチ類の中で
最も強力な毒を持つ。さらに縄ばり意識も
強く、巣以外での刺傷にも注意を要す。

チ
ャ
ド
ク
ガ
（
鱗り
ん
し
も
く

翅
目
・
ド
ク
ガ
科)

知る

対処

▲　チャドクガの幼虫が、サザン
カの葉を食害する、身の毛立つよ
うな光景と、ツバキの花（左上）

刺
さ
れ
た
時
の
対
処
法

　

刺
さ
れ
た
部
分
を
絶
対
に
掻か

い
た
り
、
擦さ

す

っ
た
り
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
ず
は
、
セ
ロ
テ
ー
プ
な
ど
の
粘
着
性
の
も
の
で
皮
膚

に
付
着
し
た
毒
針
毛
を
取
り
除
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
石
け
ん
を
つ
け
て
勢
い
よ
く
洗
い
流
し
ま
す
。
あ
と

は
、
ハ
チ
刺
さ
れ
の
時
と
同
様
の
対
処
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ひ

ど
い
場
合
に
は
、
皮
膚
科
な
ど
医
師
の
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
処
置
】
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桂
川
町
役
場 

☎
６
５
・
１
１
０
０
（
代
表
）	

FAX 

６
５
・
３
４
２
４

町
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

1 ～より一層の子育て支援、障害者福祉支援を図るために～

平成 20 年 10 月 1 日から桂川町公費医療費支給制度が変わります。
　　　　　　　　　　～乳幼児・重度障害者・ひとり親家庭等医療費支給制度～

　桂川町公費医療費支給制度についてのお問い合せ先

  　◆桂川町役場 保険環境課 医療介護保険係（6 番窓口）☎ 65-1097

乳幼児医療支給制度については、現行どおり変更はございません。

●対象者：小学校就学前までの児童

●本人負担：無料（入院・通院）

　所得制限等により対象にならない方もおられますので、詳しくは
下記へお問い合わせください。

～主な制度内容～

乳幼児医療費支給制度

●対象者：身体障害者（身体障害者手帳 1・2 級）、知的障害者（IQ35 以下）

重複障害者（身体障害者手帳 3 級かつ IQ50 以下）

精神障害者（精神障害者保健福祉手帳 1 級　※精神病床への入院は対象外）

※ 3 歳以上～小学校就学前の児童は乳幼児医療の対象となります。

●本人負担：無料（入院・通院）

重度障害者医療費支給制度
（旧）重度心身障害者医療支給制度

●対象者：母子家庭、父子家庭、父母のない子　※児童は小学校就学後から 18 歳の年度末まで

※ 3 歳以上～小学校就学前の児童は乳幼児医療の対象となります。

一人暮らしの寡婦の方は平成 22 年 9 月 30 日まで助成対象

　　　　　　　　　　（ただし、自己負担額が、1 年毎に引上げとなります。）

●本人負担：一部負担あり

ひとり親家庭等医療費支給制度
（旧）母子家庭等医療支給制度

☆本人負担については、いずれも 1 医療機関ごとにかかる料金です。

☆入院時の食事代・居住費等の本人負担及び医療保険の適用を受けない費用についてはこれ

　までどおり本人負担になります。

変更あり

変更あり
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内 訳 前月比 前年比

人 口 14,514 人 2 - 116

男 性 6,754 人 1 -81

女 性 7,760 人 1 - 35

世帯数 6,008 戸 5 29

○ 納税には便利な口座振替もご利用できます。

詳しくは、税務課 収納係（☎ 65・1076）ま

でお気軽にどうぞ。

充
実
の
将
来
設
計
へ

付
加
保
険
料
を
納
付
し
ま
せ
ん
か

人
権
・
同
和
問
題
の

啓
発
標
語
代
表
作
品

な
に
も
し
な
い　

そ
れ
じ
ゃ
あ　
　
　
　

　
　
　
　
　

な
に
も　

始
ま
ら
な
い

桂
川
中
２
年　

岩
本 

健
太
さ
ん

佳　
作

≫ ９月

 福沢水道設備店 ☎ 65・1172

 岡 村 工 務 店 ☎ 62・2208

 福 豊 設 備 工 業 ☎ 72・0714

≫ 固定資産税 第３期分

≫ 10 月

 谷 口 住 設 ☎ 65・3253

 ㈱ 草 場 ☎ 72・0122

≫ 国民健康保険税 第４期分

　

現
在
、
役
場
で
は
、
午
後
5
時
15
分
で
業
務
を
終
了
し

て
い
ま
す
が
、
毎
週
木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
、
一
部
窓

口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
木
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
閉
庁
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

　

来
庁
さ
れ
る
際
に
は
、
時
間
延
長
す
る
関
係
課
へ
、
内
容

等
に
つ
い
て
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

時
間
延
長
を
行
う
課

① 

住
民
課
（
☎
６
５
・
３
３
０
１
）

② 

税
務
課
（
☎
６
５
・
１
０
７
６
）

③ 

保
険
環
境
課
（
☎
６
５
・
１
０
９
７
）

④ 

建
設
課
（
☎
６
５
・
３
３
３
０
）　

⑤ 

水
道
課
（
☎
６
５
・
３
２
４
１
）

⑥ 

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課
（
☎
６
５
・
１
１
４
９
）

毎
週
木
曜
日
は

窓
口
業
務
の
一
部
延
長

３

２◆
付
加
保
険
料
と
は
？

　

平
成
20
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
、
40
年
間
保
険

料
を
納
め
た
場
合
の
満
額
で
79
万
２
１
０
０
円
で
す
が
、
老
後

に
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た
い
と
考
え
て
い
る
方
の
た
め

に
、
付
加
年
金
制
度
は
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
（
平
成
20
年
度
は
、

１
万
４
４
１
０
円
）
に
、
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
付
す

る
と
、
付
加
年
金
が
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ

る
し
く
み
で
す
。

　

厚
生
年
金
な
ど
の
被
用
者
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
は

報
酬
に
よ
っ
て
保
険
料
や
給
付
額
が
増
減
し
ま
す
が
、
自
営
業

や
フ
リ
ー
で
仕
事
を
し
て
い
る
方
な
ど
第
一
号
被
保
険
者
の
場

合
は
、
保
険
料
と
給
付
（
老
齢
基
礎
年
金
）
額
が
定
額
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

将
来
の
生
活
設
計
に
合
わ
せ
て
上
乗
せ
の
年
金
を
考
え
て
い

る
第
一
号
被
保
険
者
の
方
の
た
め
に
は
、
付
加
年
金
の
ほ
か
に

も
、
公
的
な
年
金
制
度
で
あ
る
国
民
年
金
基
金
、
個
人
型
確
定

拠
出
年
金
、
農
業
者
が
加
入
で
き
る
農
業
者
年
金
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
上
乗
せ
制
度
の
保
険
料
は
、
国
民
年
金
保
険
料
と

同
じ
く
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
付
加
保
険
料
の
額
は
定
額
？

　

付
加
保
険
料
の
額
は
１
か
月
４
０
０
円
で
す
。
付
加
保
険
料

を
納
付
で
き
る
の
は
、
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
ま
た
は

任
意
加
入
被
保
険
者
の
方
で
す
。

　

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
や
国
民

年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
、
農
業
者
年
金
の
加
入
者
の
方
は
、

必
ず
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
付
加
年
金
額
等
、
詳
し
く
は
直
方
社
会
保
険
事
務
所
（
国
民

年
金
課
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
９
４
９
・
２
２
・
０
９
０
５

問
合
先　

住
民
課　

住
民
年
金
係

　

☎
６
５
・
３
３
０
１
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町政トピックス

 人のうごき（平成 20 年 7 月末現在）

 水道修繕当番（水は大切に）

  納税のお知らせ（９月の納税期限）



町政トピックス

例年、初秋ころからが　　の季節となります

インフルエンザ予防接種について
４

　インフルエンザ予防接種についてのお問い合せ先

  　◆総合福祉センター「ひまわりの里」内
　　　　　　　　　　健康福祉課 健康づくり係　☎ 65-0001

高齢者の方のインフルエンザ予防接種を実施します。

桂川町内に住所を有する高齢者の方を対象に、町の指定する医療機関において、一部公費負

担でインフルエンザ予防接種を実施します。

ただし、この予防接種は希望者のみとなっております。

◆対象者　桂川町内に住所を有し、接種日現在で 65 歳以上の方

※ 60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓・じん臓・呼吸器の機能や免疫機能に

身体障害者 1 級程度の障害を有する方も対象となる場合がありますので、

このような方は、健康福祉課までお問合せください。

◆実施期間　平成 20 年 10 月 1 日（水）～平成 20 年 12 月 29 日（月）

※この期間内に接種 1 回のみ一部公費負担があります。

◆接種場所　下記の指定医療機関にて、予防接種を受けられてください。

指定医療機関 住所 電話番号
青柳医院 桂川町平山一 65 ー 0013
諫山医院 桂川町豆田 65 － 0039
石田病院 桂川町笹尾二 62 － 2788
内田外科内科医院 桂川町土居二 65 － 2121
大村内科医院 桂川町土師三 65 － 0016
きはら内科消化器科医院 桂川町土師二 20 － 9015
松崎医院 桂川町土師三 65 － 0211

◆接種料金　有料 1,200 円

※ただし、生活保護世帯に該当される方は無料です。生活保護世帯の方は、

診療依頼書をご持参ください。診療依頼書がない場合、無料ではありません。

◆持っていくもの　来院時に、保険証や健康手帳など住所と年齢が
　　　　　　　　　　分かるものをご持参ください。

◆申し込み　接種希望の方は、指定医療機関に事前に予約をしてください。

※原則は町内の医療機関での接種となりますが、町外のかかりつけ医（主治

医）での接種を希望される方は、指定医療機関がありますので、下記まで

お問合せください。

※インフルエンザは、普通の風邪に比べて重症化しやすく、流行がはじまると高齢者の死

亡率が高くなるなど、特に高齢者の方には非常に危険な病気です。この機会に予防接種

を受けられるようお勧めします。

流
りゅうかん

感
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「
夏
休
み
の
長
期
休
暇
を
利
用
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
居
場
所
と
な
る
活
動
の
場
を
作

り
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
体
験
と
自
立
を

促
し
、
明
る
く
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
」

こ
と
を
目
的
に
、
８
月
４
日
（
月
）
か
ら
９

日
（
土
）
ま
で
の
一
週
間
、
本
校
全
児
童
を

対
象
に
し
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

受
講
者
は
、
六
十
四
名
で
し
た
。
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
・
け
い
せ
ん
「
夢
・
人
・

未
来
塾
」
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
・
社
会
福
祉

協
議
会
・
嘉
穂
総
合
高
校
の
安
藤
先
生
や
生

徒
さ
ん
、
地
域
の
方
々
か
ら
の
全
面
的
な
支

援
を
頂
き
、
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
教
室
・
料
理

教
室
・
竹
細
工
・
工
作
・
紙
飛
行
機
・
ペ
タ

ン
ク
・
手
話
等
、
平
常
の
学
校
生
活
で
は
な

か
な
か
体
験
で
き
な
い
活
動
に
挑
戦
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
水
泳
や
学
習
、
朗
唱

に
も
毎
日
、
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

指
導
は
、
本
校
の
教
職
員
が
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
あ
い
さ
つ
や
言
葉
づ
か
い
、
整

理
整
頓
等
の
基
本
的
生
活
習
慣
に
つ
い
て
も

厳
し
く
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
力
の
根
幹
と
な
る
も
の
は
体
力
で
す
。

　

体
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
「
食
」
が
大
事

で
す
。
そ
の
た
め
、
昼
食
は
、
手
作
り
の
弁

当
を
持
た
せ
て
欲
し
い
と
少
々
の
無
理
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
も
理
解
し

て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
愛
情
の
こ
も
っ
た
お

弁
当
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
子
ど
も
た
ち
や
関
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
と
一
緒
に
ソ
ー
メ
ン
流
し

を
楽
し
み
ま
し
た
。
驚
く
ほ
ど
立
派
な
竹
は
、

武
本
義
治
様
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
多
く
の
方
々
の
深
い
愛
情
に
支
え
ら
れ

た
一
週
間
で
し
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち

は
、
そ
の
愛
情
に
見
事
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
が
で
き
、

整
理
整
頓
も
上
手
に
で
き
ま
し
た
。
竹
の
器

や
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
も
立

派
に
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

11
月
22
日
（
土
）
開
催
の
本
校
創
立
五
十

周
年
記
念
発
表
会
で
披
露
す
る
朗
唱
も
大
き

な
声
で
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。『
た

か
が
一
週
間
で
は
な
く
、
さ
れ
ど
一
週
間
』

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
事
業
を
支
援

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に
、
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
の
子
は
地
域
で

　

殊
の
ほ
か
厳
し
か
っ
た
今
年
の
夏
休
み
。

子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
過
ご
し
、
い
ろ
ん
な

事
に
挑
戦
し
て
、
無
事
に
２
学
期
を
迎
え
ま

し
た
。
夢
を
広
げ
、
科
学
の
目
を
伸
ば
し
、

日
頃
見
せ
な
い
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
面
を
ご

家
族
の
皆
様
に
見
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　

例
年
行
わ
れ
て
い
る
、
７
月
23
日
か
ら
３

日
間
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
「
子
育
て
地
域
懇
談
会
」

へ
の
御
参
加
、
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

ど
の
地
区
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
に
向
け
て
、
一
生
懸
命
の
ご
様
子
、
本
当

に
子
ど
も
た
ち
は
幸
せ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
保
護
者
以
外
の
方
た
ち
が
た

く
さ
ん
参
加
し
て
下
さ
っ
て
い
る
地
区
が
あ

り
ま
し
た
。
今
日
の
社
会
を
築
き
上
げ
ら
れ

た
先
輩
の
方
々
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
、
本
当

に
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
下

さ
っ
て
い
る
と
感
動
で
し
た
。

　

大
人
が
良
い
姿
を
見
せ
る
。
モ
ラ
ル
を
守

る
。
そ
の
中
か
ら
子
ど
も
は
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
良
い
も
の
を
学
び
ま
す
。

　

子
ど
も
は
「
大
人
を
映
す
鏡
」
で
す
。

　
「
生
き
生
き
桂
川
っ
子
」
の
育
成
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▲　平成 20 年度 桂川東小学校サマースクール
　　元気よく朗唱をする子どもたちと城谷校長先生

桂
川
町
教
育
委
員
会

　
　

教
育
長　

佐
谷 
千
香
子
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サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
・
イ
ン
・
桂
東

学校の“今”を発信！　　連載「教育情報　桂川っ子」
問合先　桂川町教育委員会（☎ 65・1149）
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古代くん情報局
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　　◆ 社会教育課　社会体育係 募　集

～
ゆ
っ
た
り
to 

歩
・
歩
・
歩
～

第
７
回
と
き
め
き
ウ
ォ
ー
ク
in
け
い
せ
ん

日　

時　

10
月
12
日
（
日
）
8
時
30
分
～
受
付 

※
雨
天
決
行

集
合
場
所　

住
民
セ
ン
タ
ー
前
ふ
れ
あ
い
広
場

コ
ー
ス　

10
㎞
、
20
㎞

参
加
費　

５
０
０
円 

※
申
込
後
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん

申
込
締
切　

10
月
3
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
同
時
募
集
◆

　
「
と
き
め
き
ウ
ォ
ー
ク
in
け
い
せ
ん
」
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
お

手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
中
学
生
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員　

20
名
程
度
（
※
事
前
打
ち
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
）

申
込
方
法　

10
月
3
日
（
金
）
ま
で
に
住
民
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
総
合
体

育
館
の
申
込
書
に
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

総
合
体
育
館

　

☎
６
５
・
５
１
４
５

日　

時　

９
月
28
日
（
日
）
10
時
～
14
時

場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」

催
し
案
内　

☆
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

○
環
境
コ
ー
ナ
ー　

○
介
護
用
品
展
示
と
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

○
お
薬
相
談
コ
ー
ナ
ー　

○
歯
科
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

○
婦
人
会
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ッ
ク
・
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス

　

○
食
進
会
（
み
ん
な
の
食
育
コ
ー
ナ
ー
）

　

こ
の
ほ
か
多
数
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
同
時
配
布
の
「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
タ
」
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

　

☎
６
５
・
０
０
０
１

　　◆ 健康福祉課　高齢者・女性係 お知らせ

福
祉
の
祭
典

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

　　◆ 健康福祉課　高齢者・女性係 お知らせ

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

「
あ
す
ば
る
出
前
講
座
in
桂
川
２
０
０
８
」

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
地
域
に
密
着
し
て
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、「
あ
す
ば
る
出
前
講
座
in
桂
川
２
０
０
８
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
第
1
回
講
演
会

　
「
男
女
共
同
参
画
で
明
る
い
長
寿
社
会
を
」

講　

師　
「
あ
す
ば
る
」
館
長　

中
嶋
玲
子
さ
ん

日　

時　

10
月
23
日
（
木
）
10
時
30
分
～
12
時
30
分

◆
第
2
回
講
演
会

　
「
楽
し
く
、
健
や
か
な
シ
ニ
ア
・
ラ
イ
フ
の
た
め
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」

講　

師　

元
熊
本
学
園
大
学
教
授　

篠
崎
正
美
さ
ん

日　

時　

11
月
27
日
（
木
）
10
時
30
分
～
12
時
30
分

◆
第
3
回
講
演
会

　
「
高
齢
者
医
療
と
地
域
福
祉
を
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
考
え
る
」

講　

師　
「
つ
く
し
ピ
ア
」
セ
ン
タ
ー
長　

仲
光
志
賀
子
さ
ん

日　

時　

12
月
16
日
（
火
）
10
時
30
分
～
12
時
30
分

◆
第
4
回
寸
劇
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

講
師
、
日
時
に
つ
い
て
は
未
定
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

場　

所　

四
回
と
も
桂
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」

　

多
目
的
ホ
ー
ル

主　

催　

福
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
ば
る
」

　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ぼ
ろ
ん
て
21
桂
川

問
合
先　

健
康
福
祉
課　

高
齢
者
・
女
性
係

　

☎
６
５
・
０
０
０
１
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　　◆ 社会教育課　図書館係（桂川町立図書館）

図書館だより
  お問い合せは                          へ☎６５ー４

よ く よ む

９４６

『青の洞門・羅漢寺』参加者募集 !!
　30 年の歳月を費やし、手掘りで開かれたトンネル。旅の僧、

禅海和尚の想いを訪ねます。

実施日　9 月 28 日（日）8 時 30 分出発（17 時帰館予定）

目的地　大分県中津市耶馬溪町（青の洞門・羅漢寺ほか）

対象者　町内居住者または勤務者（図書館利用カード登録者）

定　員　20 人（多数のとき抽選）

参加費　3,000 円（羅漢寺リフト代・昼食等）

　　　　　※移動手段は、町マイクロバスを利用。

持参品　筆記具

申込期限　9 月 20 日（土）

※申し込み方法等詳しくは、問い合せください。

　お勧め作品♪紹介

☆彡ベスト

　 命をかけて、守りたい愛がある。
　　　『武士の一分』
　　　　　監督　山田洋二　　原作　藤沢周平

☆彡その他

　　・がばいばあちゃん

　　・バッテリー

　　・ナイトミュージアム

　　・ナルニア国物語第1章「ライオンと魔女」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

図書館カレンダー　■は休館日です。

日 月 火 水 木 金 土
9 月
3
10
17
24
30

5
12
19
26
30

7
14
21
28

1
8
15
22
29

6
13
20
27
31
31

4
11
18
25
31

日 月 火 水 木 金 土
10月

6
13
20
27

1
8
15
22
29

5
12
19
26

3
10
17
24
31

4
11
18
25

2
9
16
23
30

7
14
21
28

2
9
16
23
30

DVD館内視聴はじめました !!平成 20年度　桂川町立図書館主催事業
文学探訪・バスハイク

秋号

“ガラス細工”作品展 !!
　ガラスの持つ透明で繊細な造形の美をご堪能ください。

期　間　9 月 20 日（土）～ 10 月 19 日（日）

場　所　桂川町立図書館

※シンデレラの童話に登場するガラスの靴が、

　あなたをメルヘンの世界へお出迎え♪

日 月 火 水 木 金 土
9 月
3
10
17
24
30

5
12
19
26
30

7
14
21
28

1
8
15
22
29

6
13
20
27
31
31

4
11
18
25
31

日 月 火 水 木 金 土
10月

6
13
20
27

1
8
15
22
29

5
12
19
26

3
10
17
24
31

4
11
18
25

2
9
16
23
30

7
14
21
28

2
9
16
23
30

※ 24・25 ページに関連記事有り
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古代くん情報局 ２

平成 20 年度
　身体障害者（児）巡回相談のお知らせ

　身体障害者（児）巡回相談についてのお問い合せ先

  　◆総合福祉センター「ひまわりの里」内
　　　　　　　　　　健康福祉課 福祉係　☎ 65-0001

◆開催日程　

① 9 月 9 日（火）

　　場　所　サン・アビリティーズいいづか

　　　　　　　　　　　　（飯塚市柏の森 956 － 4）

② 9 月 17 日（水）

　　場　所　嘉麻市稲築地区公民館

　　　　　　　　　　　　（嘉麻市岩崎 1141 番地）

③ 9 月 18 日（木）

　　場　所　筑穂保健福祉総合センター

　　　　　　　　　　　　（飯塚市長尾 911 － 1）

受付時間はいづれも 9 時 30 分～ 14 時 30 分まで（診察開始は 10 時～）

※①・②の会場に行く場合は事前に連絡をお願いします。

　　◆ 健康福祉課　福祉係お知らせ

◆相談内容　

肢体不自由者の補装具費の新規支給・再支給・修理の要否判定、処方及び適合判定。

※電動車いす、重度障害者用意志伝達装置については、相談のみで判定は行いません。

　また、座位保持装置については事前の予約が必要です。

※　19 年度から巡回相談では、耳鼻咽頭科（聴覚障害等）については行っていませ

んので、聴力検査や耳鼻咽頭科医師の診察がありません。そのため、身体障害者手

帳の診断書の作成や補聴器の補装具の支給・再支給・修理の要否判定は行いません。

　　また、肢体不自由についても身体障害者手帳の診断書の作成は行いません。地元

の身体障害者福祉法の指定医師のところで、作成してもらってください。

◆持参品（障害者ご本人がご来場ください）　

①印鑑　　②身体障害者手帳　　③補装具費再支給の場合は、前回支給補装具

④補装具修理の場合は、修理が必要な補装具　　
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問 
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
嘉
穂
支
部 

☎
６
５
・
１
１
５
１

健康のススメ！
　　　　　　　　　　　　Vol.1

いきいき健康生活応援ページ

「自分の数値、ご存知ですか？」
～生活習慣病による早世・障害の予防に向けて～

「
医
療
制
度
改
革
」
で
新
登
場
！

“
特
定
健
診
と
特
定
保
健
指
導
”

　

今
年
度
の
「
医
療
制
度
改
革
」
の
目
玉
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
特
定
健
診
。
い
ま
ま
で
の

健
診
は
、
病
気
の
早
期
発
見
重
視
型
で
し
た
。

し
か
し
、
新
た
に
始
ま
っ
た
特
定
健
診
は
、

病
気
（
生
活
習
慣
病
）
予
防
型
の
健
診
で
す
。

毎
年
健
診
を
受
け
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
の

身
体
の
変
化
が
分
か
り
、
そ
れ
を
基
に
様
々

な
保
健
指
導
が
行
わ
れ
、
皆
さ
ん
の
健
康
維

持
へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

桂
川
町
に
お
け
る

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
は

年
間
50
万
円
！

　

桂
川
町
で
は
、
若
人
も
老
人
も
全
て
の

年
代
で
医
療
費
が
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

桂
川
町
に
お
け
る
一
人
あ
た
り
の
医
療
費

は
、
50
万
７
千
円
（
平
成
17
年
度
）
で
国
の

37
万
２
千
円
や
、
全
国
的
に
も
高
医
療
費
県

と
い
わ
れ
る
福
岡
県
の
46
万
７
千
円
と
比
較

し
て
も
か
な
り
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
一
月
に
す
る
と
、
な
ん
と
約

４
万
２
千
円
に
な
り
ま
す
。

　

桂
川
町
の
医
療
費
増
加
の
中
で
特
に
注
目

す
べ
き
は
、
若
人
の
医
療
費
の
増
加
で
す
。

若
く
し
て
生
活
習
慣
病
等
や
そ
の
予
備
軍
に

該
当
す
る
方
が
増
え
れ
ば
、
年
を
重
ね
て
老

人
医
療
費
も
増
加
と
い
う
ふ
う
に
連
鎖
し
て

増
加
し
て
い
き
ま
す
。

生
活
習
慣
病
か
ら
見
え
る

桂
川
町
（
高
医
療
費
減
少
へ
）
の

健
康
課
題
！

　

先
ほ
ど
か
ら
何
度
も
登
場
し
て
い
る
「
生

活
習
慣
病
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
。
こ
れ
こ

そ
が
、
桂
川
町
の
医
療
費
が
高
く
な
っ
て
い

る
原
因
の
一
つ
で
す
。

　

詳
し
く
検
証
し
て
み
る
と
、
生
活
習
慣
病

で
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
方
の
７
割
が
高
血

圧
で
す
。
病
院
に
か
か
っ
て
い
な
い
方
の
健

診
結
果
を
見
て
も
、
収
縮
期
血
圧
（
一
般
に

“
上
の
血
圧
”
と
呼
ば
れ
る
：
心
臓
が
収
縮
す

る
時
に
か
か
る
最
も
高
い
圧
）
が
高
い
方
が

５
割
を
し
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
工

透
析
に
至
る
原

因
第
１
位
は
腎

炎
・
腎
疾
患
、

第
２
位
は
糖
尿

病
性
腎
症
で
す

が
、
そ
こ
に
至

る
基
礎
疾
患
と

し
て
、
全
国
で

は
糖
尿
病
が
最

も
多
い
中
、
桂
川
町
で
は
６
割
の
方
が
高
血

圧
を
基
礎
疾
患
に
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。

　

65
歳
未
満
で
介
護
に

至
っ
た
経
緯
を
見
る

と
、
約
７
割
近
く
の
方

が
脳
血
管
疾
患
が
原
因

で
介
護
が
必
要
な
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
脳
血
管
疾
患
、
特

に
脳
卒
中
を
引
き
起
こ

す
最
大
危
険
因
子
も
高

血
圧
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
高
血
圧
を
放
置
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
脳
血
管
疾
患
や
虚
血
性
疾

患
を
お
こ
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
高
血
圧
の
予
防
が
桂
川
町
の
健

康
課
題
と
い
え
ま
す
。

“
健
康
の
ス
ス
メ
”
ま
と
め

　

今
回
の
“
健
康
の
ス
ス
メ
”
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
に
、
健
診
（
特
定
健

診
）
を
受
け
て
、
自
分
の
数
値
把
握
か
ら
始

め
よ
う
！
」
で
す
。

　
「
ど
う
で
す
？
自
分
の
数
値
、
ご
存
知
で
す

か
？
」・
・
・

【
次
回
は
、「
自
分
の
血
圧
値
は
今
！
」
を
掲

載
予
定
で
す
。】

問 

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係 

☎
６
５
・
０
０
０
１

問 

保
険
環
境
課
医
療
介
護
保
険
係 

☎
６
５
・
１
０
８
７

新連載　桂川町、医療・介護・健康福祉担当主管課合同企画

男　性 女　性
1 位 高血圧（69.5%） 高血圧（71.7%）
2 位 糖尿病（35.8%） 脂質異常症（44.0%）
3 位 肝疾患（33.7%） 虚血性心疾患（26.9%）
4 位 脂質異常症（32.6%） 糖尿病（26.0%）
5 位 虚血性心疾患（25.8%）その他の心疾患（25.5%）

◆桂川町国民健康保険被保険者の生活習慣病

　の実態（※ 1）

原　因 割合
1 位 脳血管疾患 66.4%
2 位 関節リウマチ 16.8％
3 位 糖尿病 5.6％

◆桂川町国民健康保険被保険者の介護に至った
　原因疾患について（平成 19 年度調べ）

（※ 1：お一人で複数の疾患に重複該当の方もいるため、100%にはなりません。）
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暮
ら
し
の
情
報

　

子
犬
の
譲
渡
会
を
次
の
日
時
で
行
い

ま
す
。
獣
医
師
と
動
物
愛
護
推
進
委
員

に
よ
る
犬
の
健
康
指
導
や
飼
い
方
の
お

話
も
あ
り
ま
す
。

日　

時　

10
月
５
日
（
日
）
10
時
～
12

時
（
雨
天
決
行
）

受
付
時
間　

　

●
子
犬
が
ほ
し
い
人
・
10
時
～
10
時

30
分

　

●
子
犬
を
譲
り
た
い
人
・
10
時
～
10

時
45
分
（
※
生
後
５
ヵ
月
以
内
の

子
犬
に
限
り
ま
す
）

場　

所　

飯
塚
市
役
所
（
第
２
別
館
駐

車
場
）

問
合
先　

お
や
ま
動
物
病
院

　

☎
２
９
・
１
４
４
４

　

県
内
に
生
息
・
生
育
す
る
特
定
外
来

生
物
（
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
）

の
写
真
を
撮
り
、
周
辺
の
様
子
を
調
査

す
る
、
県
民
参
加
型
生
き
物
調
査
へ
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
内
容　

次
の
項
目
を
記
載
の
上
、

写
真
を
添
付
し
、
メ
ー
ル
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
調
査
者
の
住
所

　

②
調
査
者
の
氏
名

　

③
特
定
外
来
生
物
の
名
前

　

④
調
査
し
た
日

　

⑤
調
査
し
た
場
所
（
例
：
○
○
市
○

○
町
○
ー
○
）

　

⑥
周
辺
の
様
子
（
例
：
○
○
池
）　

⑦
大
き
さ
（
例
：
27
㌢
）

調
査
期
間　

平
成
20
年
11
月
30
日
（
日
）

ま
で

あ
て
先
・
問
合
先　

福
岡
県
環
境
部 

自

然
環
境
課
（
〒
８
１
２
・
８
５
７
７
、

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
７
ー
７
）

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
６
７

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

sh
izen

@
fu

ku
o
ka.p

ref.lg.jp

　

桂
川
町
に
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
で
、

こ
の
無
料
教
室
が
初
め
て
の
方
が
対
象

の
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
で
す
。

日　

時　

９
月
17
日
（
水
）
～
10
月
28

日
（
火
）　

●
午
前
の
部
10
時
30
分

～　

●
午
後
の
部
13
時
30
分
～

　

※
４
コ
ー
ス
あ
り
、
１
コ
ー
ス
５
回

の
開
催
で
す
。

場　

所　

飯
塚
第
一
ボ
ウ
ル

申
込
・
問
合
先　

飯
塚
第
一
ボ
ウ
ル

　

☎
２
３
・
１
１
８
１

　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
の
方
を

対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
の
表
計
算
ソ
フ

ト
「
エ
ク
セ
ル
」
の
操
作
講
習
会
で
す
。

期　

間　

11
月
４
日
（
火
）
～
11
月
７

日
（
金
）、
11
月
11
日
（
火
）
～
11

月
14
日
（
金
）
の
８
日
間
・
時
間
18

時
～
21
時

場　

所　

田
川
市
中
央
公
民
館
（
田
川

市
伊
田
二
五
五
〇
ー
一
）

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代
約
三
千
円
程
度
自
己
負
担
）

定　

員　

10
名
（
書
類
選
考
、定
員
オ
ー

バ
ー
の
場
合
抽
選
等
あ
り
）

託　

児　

有
り
（
事
前
予
約
制
）

申
込
締
切　

10
月
６
日
（
月
）
必
着

そ
の
他　

申
込
方
法
等
詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚

ブ
ラ
ン
チ
）

　

☎
２
１
・
０
３
９
０

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

連
携
し
て
、母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
（
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
）
を
対
象
に
し
た

就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
面
談
は
、

相
談
者
在
住
の
町
役
場
で
実
施
い
た
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
）

　

☎
２
１
・
０
３
９
０

　

障
が
い
の
あ
る
方
々
の
就
業
機
会
を

拡
大
す
る
た
め
、
多
数
の
障
が
い
者
雇

用
を
希
望
す
る
企
業
の
人
事
担
当
者
が

直
接
面
談
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　

時　

10
月
2
日
（
木
）
13
時
～
受

付
開
始

場　

所　

の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ

ル
（
飯
塚
市
新
立
岩
一
二
ー
三
七
）

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
塚 

専
門
援

助
第
２
部
門

　

☎
２
４
・
８
６
４
３
（
内
線
４
８
）

平 20. 広報けいせん ９月	20 頁

暮らし の 情報

障
が
い
者
雇
用
促
進
面
談
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
塚
（
飯
塚
公
共
職
業
安
定
所
）

母
子
家
庭
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
「
エ
ク
セ
ル
集
中
講
座
」

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
就
労
支
援

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

子
犬
の
譲
渡
会
の
お
知
ら
せ

福
岡
県
獣
医
師
会
筑
豊
支
部
嘉
飯
山
分
会

特
定
外
来
生
物
フ
ォ
ト
ハ
ン
タ
ー
ズ

募
集
！

福
岡
県
環
境
部
自
然
環
境
課

「
健
康
と
ふ
れ
あ
い
」
の
シ
ニ
ア
ボ

ウ
リ
ン
グ
教
室

福
岡
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟
・
中
福
岡
支
部



　

40
代
か
ら
の
職
業
生
活
・
生
活
設
計

を
考
え
る
た
め
の
情
報
や
知
識
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時
・
内
容　

●
10
月
16
日
（
木
）
10
時

～
12
時
「
年
金
特
別
便
の
見
方
」、
13

時
～
15
時
「
年
金
の
仕
組
み
と
受
給
の

ポ
イ
ン
ト
」　

●
10
月
18
日
（
土
）
10

時
～
12
時
「
生
涯
現
役
を
め
ざ
し
て
」、

13
時
～
15
時
「
退
職
後
の
年
金
手
続
き

と
在
職
老
齢
年
金
」

場　

所　

福
岡
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援

コ
ー
ナ
ー
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

前
三
ー
二
五
ー
二
一
・
博
多
駅
前
ビ

ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
３
階
）

対　

象　

概
ね
45
歳
以
上

参
加
費　

無
料

定　

員　

各
テ
ー
マ
先
着
20
名

問
合
先　

福
岡
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援

コ
ー
ナ
ー

　

☎
０
９
２
・
４
３
３
・
１
０
６
８

　

簿
記
の
基
礎
な
ら
び
に
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
企
業
の
日
常

業
務
に
必
要
な
知
識
と
技
能
の
習
得
を

目
指
す
「
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
科
」
の
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

期　

間　

11
月
６
日
（
木
）
～
平
成
21

年
１
月
30
日
（
金
）
10
時
～
17
時
（
※

土
日
・
祝
日
及
び
年
末
年
始
は
休
講
）

場　

所　

株
式
会
社 

福
岡
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
市
幸
袋

五
二
六
ー
一
）

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代
と
し
て
一
万
七
百
円
程
度
必
要
）

応
募
資
格　

身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
有
し
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
行
っ
て

い
る
方
で
介
護
を
必
要
と
せ
ず
身
辺

処
理
が
で
き
る
方
。

申
込
締
切　

10
月
10
日
（
金
）
ま
で

そ
の
他　

応
募
後
、
面
接
に
よ
る
試
験

選
考
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

国
立
県
営 

福
岡
障
害

者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
３
・
７
４
１
・
５
４
３
１

　

本
校
は
、
国
土
交
通
省
の
所
管
す
る

学
校
で
、
優
秀
な
船
舶
運
航
技
術
者
の

育
成
を
目
的
と
し
、
海
と
船
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
学
ぶ
学
校
で
す
。
卒
業
生
に
は
、

海
技
資
格
に
お
け
る
特
典
と
高
等
学
校

卒
業
同
等
資
格
が
付
与
さ
れ
、
海
運
界

は
も
ち
ろ
ん
そ
の
関
連
産
業
を
中
心
に

幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

体
験
入
学

　

●
唐
津
校
（
佐
賀
県
唐
津
市
東
大
島

町
十
三
ー
五
）・
10
月
18
日
（
土
）

　

●
口
之
津
校
（
長
崎
県
南
島
原
市
口

之
津
町
丁
五
七
八
二
）・
９
月
20

日
（
土
）

入
学
願
書
受
付　

平
成
21
年
１
月
７
日

（
水
）
よ
り
開
始

申
込
・
問
合
先　

　

国
立
唐
津
海
上
技
術
学
校

　

☎
０
９
５
５
・
７
２
・
８
２
６
８

　

国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校

　

☎
０
９
５
７
・
８
６
・
２
１
５
２

　

い
じ
め
・
体
罰
、
同
和
問
題
な
ど
人
権

に
関
す
る
問
題
や
金
銭
貸
借
、
売
買
等
の

ト
ラ
ブ
ル
、
扶
養
・
相
続
・
離
婚
等
の
家

庭
内
の
心
配
事
、
借
地
借
家
・
登
記
・
そ

の
他
近
隣
関
係
や
一
般
の
法
律
問
題
等
で

お
困
り
の
方
を
対
象
と
し
た
無
料
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

日　

時　

10
月
３
日
（
金
）
10
時
～
15

時
（
受
付
９
時
30
分
～
）

場　

所　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
３
階
（
飯
塚
市
飯
塚

一
四
ー
六
七
）

相
談
担
当
者　

弁
護
士
、
公
証
人
、
人

権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

問
合
先　

福
岡
法
務
局
飯
塚
支
局

　

☎
２
２
・
１
５
８
０

　

相
続
登
記
や
会
社
設
立
な
ど
の
登
記
相

談
、
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者
問
題
、
借

金
な
ど
の
多
重
債
務
問
題
、
訴
訟
、
成
年

後
見
な
ど
に
つ
い
て
、
面
談
相
談
・
電
話

相
談
（
と
も
に
無
料
）
を
開
催
し
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日　

時　

10
月
4
日
（
土
）
10
時
～
16

時
（
※
面
談
相
談
は
事
前
予
約
の
方

優
先
。
電
話
相
談
は
同
日
時
に
福
岡

県
司
法
書
士
会
事
務
局
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。）

会　

場　

●
福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊

支
部
事
務
局
（
田
川
市
栄
町
二
ー
三
・

第
一
大
城
ビ
ル
２
階
）　

●
直
方
商

工
会
議
所
３
階
中
会
議
室
（
直
方
市

殿
町
七
ー
五
〇
）

予
約
受
付
期
間　

９
月
８
日
（
月
）
～

10
月
２
日（
木
）10
時
～
16
時
（
土
日
・

祝
日
を
除
く
）

申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
司
法
書
士
会

事
務
局

　

☎
０
９
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１

火災のお問合せは、☎２８・４１４１
火災のお問合せは、☎２８・４１４１
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法
の
日　

全
国
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

福
岡
県
司
法
書
士
会

法
務
総
合
相
談
所
開
設福

岡
法
務
局
飯
塚
支
局

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

㈶
福
岡
県
高
年
齢
者
・
障
害
者
雇
用
支
援
協
会

船
舶
運
行
技
術
を
学
ぶ
。

シ
ー
マ
ン
・
シ
ッ
プ
を
学
ぶ

国
立
唐
津
・
国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校

平
成
20
年
度
身
体
・
精
神
障
害
者
職

業
訓
練
生
募
集

国
立
県
営
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校



暮らし の 情報 その ２
　

境
界
問
題
（
筆
界
特
定
申
請
手
続
）、

土
地
の
分
筆
、
合
筆
、
地
積
更
生
、
地

目
更
生
、
建
物
の
新
築
、
増
築
、
滅
失

等
の
調
査
・
測
量
及
び
登
記
手
続
き
な

ど
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会
で
す
。

日　

時　

９
月
29
日
（
月
）
～
10
月
10

日
（
金
）
９
時
30
分
～
16
時
（
※
土

日
を
除
く
）

場　

所　

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

飯
塚
支
部
会
員
の
各
事
務
所

問
合
先　

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

飯
塚
支
部

　

☎
２
５
・
４
９
２
０

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
以

下
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
と
い
う
。）
で
は
、
技

術
や
経
験
を
活
か
し
て
開
発
途
上
国
の

人
々
と
共
に
生
活
し
相
互
理
解
を
図
り

な
が
ら
、
彼
ら
の
自
助
努
力
を
促
進
さ

せ
る
形
で
協
力
活
動
を
展
開
し
て
い
く

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
等　

●
青
年
海
外
協
力
隊

（
約
千
四
百
名
）　

●
日
系
社
会
青
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
約
40
名
）　

●
シ

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
約
五
百

名
）　

●
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
約
25
名
）

募
集
期
間　

10
月
１
日
（
水
）
～
11
月

10
日
（
月
）

派
遣
期
間　

１
年
間
ま
た
は
２
年
間

（
赴
任
形
態
：
単
身
赴
任
）

待
遇
等　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
規
定
に
基
づ
き
、

往
復
旅
費
、
現
地
生
活
費
、
住
居
費
、

国
内
積
立
金
等
を
支
給
し
ま
す
。

そ
の
他　

応
募
資
格
や
「
体
験
談
＆
説

明
会
」
開
催
日
時
・
場
所
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

　

☎
０
９
３
・
６
７
１
・
８
３
４
９

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w

w
.jica.go

.jp

　
「
エ
コ
工
房
森
づ
く
り
の
会
」
で
は
、

森
林
を
県
民
共
有
の
財
産
と
し
て
社
会

全
体
で
守
り
育
て
る
た
め
の
福
岡
県
森

林
づ
く
り
活
動
公
募
事
業
と
し
て
、
自

ら
が
企
画
立
案
し
実
行
す
る
森
林
整

備
・
保
全
活
動
者
に
対
し
、
こ
れ
に
要

す
る
経
費
に
つ
い
て
、
補
助
金
交
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

公
募
内
容　

①
森
林
（
竹
林
）
の
整

備
・
保
全
を
希
望
さ
れ
る
方　

②
森

林
（
竹
林
）
の
整
備
・
保
全
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
さ
れ
る
方

応
募
締
切　

９
月
30
日
（
火
）
17
時
ま
で

説
明
会
開
催　

公
募
内
容
①
及
び
②
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
11
月
９
日
（
日
）

10
時
～
12
時
で
行
い
ま
す
。

そ
の
他　

募
集
人
数
、
応
募
方
法
等
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

飯
塚
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

工
房
棟

　

☎
２
２
・
５
６
７
９

　

地
震
に
強
い
家
づ
く
り
応
援
の
た
め
、

建
物
に
つ
い
て
、
築
年
や
地
盤
の
情
報
、

壁
の
位
置
や
屋
根
の
仕
様
な
ど
を
調
査

す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
必
要
に
応
じ
て

派
遣
し
、
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

対　

象　

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ

た
木
造
戸
建
住
宅

費　

用　

１
軒
あ
た
り
三
千
円

問
合
先　

財
団
法
人
福
岡
県
建
築
住
宅

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
・
５
８
２
・
８
０
６
１

試
験
日　

11
月
14
日
（
金
）

場　

所　

福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎
（
福
岡

市
博
多
区
吉
塚
本
町
一
三
ー
五
〇
）

願
書
受
付
期
間　

９
月
29
日
（
月
）
～

10
月
17
日
（
金
）
ま
で

願
書
配
布
場
所　

福
岡
県
商
工
部
工
業

保
安
課
採
石
係（
〒
８
１
２
・
８
５
７
７

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
ー
七
）

　

※
郵
送
で
受
験
願
書
を
請
求
さ
れ
る

方
は
、
百
四
十
円
切
手
（
２
部
ま
で
）

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
サ
イ

ズ
の
定
形
外
封
筒
）
を
同
封
の
上
、

「
試
験
の
願
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
て
、

右
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
料　

八
千
円

申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
商
工
部
工
業

保
安
課
採
石
係

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
４
３
８

対　

象　

①
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付

を
受
け
た
日
か
ら
２
年
以
内
の
人　

②
前
回
の
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
５

年
以
内
の
人
（
※
特
別
の
事
情
が
あ

る
人
は
、
５
年
を
経
過
し
て
い
て
も

受
講
で
き
ま
す
。）

講
習
日
時　
【
消
火
設
備
】
10
月
14
日

（
火
）、【
警
報
設
備
】
10
月
15
日
（
水
）

と
も
に
９
時
25
分
～
17
時

場　

所　

直
方
鞍
手
消
防
本
部
（
宮
若
市

宮
田
一
六
ー
一
）

受
講
申
請
期
間　

９
月
１
日
（
月
）
～

10
月
３
日
（
金
）
ま
で

受
講
料　

七
千
円
（
福
岡
県
領
収
証
紙
で

納
付
）

申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
消
防
設
備
安

全
協
会

　

☎
０
９
２
・
７
２
２
・
１
２
６
５

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
に
よ
る

「
法
の
日
」
無
料
相
談
会

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

平
成
20
年
度

砂
利
採
取
業
務
主
任
者
試
験

福
岡
県
商
工
部
工
業
保
安
課

福
岡
県
耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
制
度

㈶
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

平
成
20
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
と
「
体
験
談
＆
説
明
会
」
開
催

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
九
州
国
際
セ
ン
タ
ー

平
成
20
年
度

福
岡
県
森
林
づ
く
り
活
動
公
募
事
業

エ
コ
工
房
森
づ
く
り
の
会

平
成
20
年
度

消
防
設
備
士
法
定
講
習

福
岡
県
消
防
設
備
安
全
協
会
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暮
ら
し
の
情
報

各種試験（※申込方法など詳細は各実施機関に問い合せください。）

　　　平成 20 年度 自衛官等採用試験

【募集種目】防衛大学校学生

　　資　格：高卒（見込含）～ 21 歳未満の者

　　試験日：11 月 15・16 日（久留米大学）

【募集種目】防衛医科大学校学生

　　資　格：高卒（見込含）～ 21 歳未満の者

　　試験日：11 月 1・2 日（北九州予備校）

【募集種目】看護学生

　　資　格：高卒（見込含）～ 24 歳未満の者

　　試験日：10 月 25 日（北九州予備校）

【願書受付期間】9 月 8 日（月）～ 9 月 30 日（火）

※資格年齢は、平成 21 年 4 月 1 日現在の年齢

【問合先】　自衛隊福岡地方協力本部　飯塚地域事務所

　　　　　☎ 22・4847

　県有地を売却します !（一般競争入札）

【物件】元職員住宅（土師）跡地

　嘉穂郡桂川町大字土師字椿 4228 番 5　外 1 筆

　地　目：宅地 外

　地　積：（公簿、実測ともに）1,750.20㎡

【現地説明会】※現地にて

　日　時：9 月 29 日（月）14 時 30 分～

【入札受付期間・場所】

　10 月 1 日（水）～ 10 月 10 日（金）

　　　　　　　　　　　9 時～ 17 時まで

　〒 812-8577　福岡市博多区東公園 7 番 7 号

　福岡県総務部財産活用課公有財産係

【開札日時・場所】

　10 月 31 日（金）：受付 14 時 45 分～

　　　　　　　　　　開札 15 時～

　※福岡県庁 9 階南棟 財産活用課にて

【問合先】　福岡県庁財産活用課公有財産係

　　　　　☎ 092・643・3088

子どもの人権 110 番強化週間
　9 月 8 日（月）～ 9 月 14 日（日）までの一週間は「子

どもの人権 110 番強化週間」として、「いじめ」や体罰、

不登校や子どもの虐待など、子どもに関する人権問題相

談電話を設置します。

　法務局職員と人権擁護委員が無料で相談に応じます。

秘密は厳守されますので、ひとりで悩まず、ぜひお気軽

にお電話ください。

【日時】9 月　8 日～12 日（8 時 30 分～ 19 時まで）

9 月 13 日・14 日（10 時～ 17 時まで）

【電話番号】　　 0120・007・110

※ IP 電話からは接続できませんので、

　 ☎ 092・715・6112 へお電話ください。

　「子どもの人権 110 番」では、強化週間以外でも子ど

もの人権に関するご相談を、土日・祝日を除く毎日 8 時

30 分～ 17 時 15 分まで（時間外及び土日・祝日は留守

番電話対応）受付ています。

【電話番号】福岡：　  0120・007・110

平成 20 年度 第 2 回危険物取扱者試験

【試験日時】　11 月 23 日（日）

【試験会場】近畿大学産業理工学部（飯塚市柏の森）

【受付期間】

　9 月 18 日（木）～ 10 月 3 日（金）の消印まで

【その他】　試験種類など詳しくはお問い合せください。

受験準備講習会開催

【講習種類】乙種 第 4 類

【日時・会場】10 月 19 日（日）8 時 30 ～ 17 時

　　　　　　　飯塚地区消防本部（飯塚市片島）

【受付期間】9 月 18 日（木）～ 10 月 17 日（金）

【問合先】　飯塚地区消防本部予防課予防係

　　　　　☎ 22・7607

県からのお知らせ 子どもの悩み相談
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けいせんのひと

桂川人

小
林 

繁
夫 

さ
ん
（
七
一
）
＝
桂
川
町
笹
尾
二
区

ー 

今
回
の
桂
川
人 

ー　
【
培
っ
た
技
術
と
感
性
で
ガ
ラ
ス
細
工
の
美
を
追
求
す
る
匠
】

▲ 「自分の思うように形をなしてくれるガラス
細工をしてる時が一番楽しい。」と語る小林さん。

今
回
の
桂
川
人
、
小
林
繁
夫
さ
ん
は
、
15
歳
で
小
倉
硝

子
工
業
（
昭
和
58
年
に
誘
致
企
業
と
し
て
吉
隈
の
天

道
工
業
団
地
へ
進
出
）に
就
職
。途
中
、株
式
会
社
ビ
ー
ド
レ
ッ

ク
ス
に
変
わ
り
昨
年
退
職
す
る
ま
で
55
年
間
、
日
々
ガ
ラ
ス

と
と
も
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
ビ
ー
ド
レ
ッ
ク
ス
は
、
医
療
関
連
、
薬
品
関
連
、

食
品
関
連
、
環
境
関
連
、
研
究
・
実
験
、
化
学
工
業
な
ど
あ

ら
ゆ
る
ガ
ラ
ス
製
の
理
化
学
実
験
器
具
を
製
造
販
売
し
て
い

る
会
社
で
す
。
私
た
ち
が
小
中
学
校
な
ど
の
理
科
の
実
験
で

目
に
し
た
ビ
ー
カ
ー
、
試
験
管
や
フ
ラ
ス
コ
と
い
っ
た
も
の

な
ど
で
す
。

　

小
林
さ
ん
は
、そ
れ
ら
の
中
で
も
機
械
で
は
作
れ
な
い
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
特
別
な
ガ
ラ
ス
器
具
の
制
作
に
携
わ
り
、
長

い
年
月
で
培
わ
れ
た
技
術
と
手
に
し
た
資
格
は
西
日
本
で
も

屈
指
の
ガ
ラ
ス
職
人
だ
そ
う
で
す
。

ガ
ラ
ス
細
工
に
つ
い
て
問
う

　

こ
れ
ら
ガ
ラ
ス
細
工
を
本
格
的
に
始
め
ら
れ
た
の
は
、
ご

く
最
近
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
様
々
な
形
や
機
能
を
持
っ
た

ガ
ラ
ス
器
具
の
注
文
に
応
え
る
と
い
っ
た
仕
事
が
ら
、
技
術

は
も
と
よ
り
感
性
も
要
求
さ
れ
る
よ
う
な
物
を
作
り
続
け
る

中
で
、「
こ
ん
な
ふ
う
に
し
た
ら
よ
り
美
し
く
な
る
な
あ
。」

な
ど
と
い
つ
も
考
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
『
ど
ん
な
物
で
も
で
き
ま
す
か
？
』
と
の
問
い
に
「
ガ
ラ
ス

で
作
る
と
見
栄
え
が
す
る
物
と
し
な
い
物
は
あ
り
ま
す
が
、

大
抵
の
物
は
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
設
計
図
や
見
本
？
見

な
い
で
す
ね
。
一
度
見
た
り
、
想
像
し
て
イ
メ
ー
ジ
で
よ
り

ガ
ラ
ス
が
美
し
く
映
え
る
よ
う
に
と
考
え
作
っ
て
い
ま
す
が

ま
だ
ま
だ
で
す
。」
と
、は
に
か
ん
だ
顔
で
応
え
ら
れ
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
に
と
っ
て
の
ガ
ラ
ス
と
は
？

　
『
小
林
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
ラ
ス
と
は
？
』
と
尋
ね
る
と
、
仕

事
な
の
で
職
場
で
は
ガ
ラ
ス
に
触
れ
な
か
っ
た
日
は
な
く
、

仕
事
が
休
み
の
日
は
、
北
九
州
市
に
あ
る
体
験
型
施
設
の
ガ

ラ
ス
細
工
コ
ー
ナ
ー
で
、
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
自
由
に
作

れ
る
の
が
楽
し
く
て
毎
回
通
っ
て
い
た
た
め
、
ほ
ぼ
３
６
５

▲ クリスマス時期、シャンパンなどがより美味しく味わ
えそうなトナカイグラスの制作中（左）と完成品（右）。

▲ ワインボトルのような瓶の中で停車中の SL 機関車。
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▲ ブタの中にブタ。そのブタの中にさらに小さなブタが入っている不思議
なガラスの置物。童謡の「三びきのこぶた」が制作のヒントになったとか？

▲ 小林さんのガラス作品の制作風景と、見事な出来栄えの一本のガラス菅
から生み出されたトランペット。

日
ガ
ラ
ス
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
か
っ
た
人
生
を
送
っ
て
き
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
そ
ん
な
小
林
さ
ん
で
も
、
さ
す
が
に
家
で

は
ガ
ラ
ス
を
見
た
く
な
い
と
、
陶
磁
器
の
食
器
し
か
使
わ
な

い
そ
う
で
す
。

揺
ら
め
く
炎
再
び
！

　

千
五
百
℃
に
も
な
る
バ
ー
ナ
ー
の
炎
と
そ
の
バ
ー
ナ
ー
に

送
り
込
ま
れ
る
空
気
が
起
す
ゴ
ー
ゴ
ー
と
い
う
大
き
な
音
が

出
て
と
て
も
自
宅
で
は
で
き
な
い
た
め
、
退
職
後
は
ガ
ラ
ス

か
ら
し
ば
ら
く
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
の

初
夏
に
、「
癒
し
の
郷
・
嘉
麻
山
荘
」
を
営
む
ご
主
人
と
た
ま

た
ま
出
会
い
親
睦
を
深
め
る
な
か
、「
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
技

術
を
埋
も
ら
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
。」
と
、
自
然
豊
か
で
静

か
な
山
中
の
工
房
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
今
ま
た
、
ガ
ラ
ス

細
工
の
透
き
通
っ
た
美
し
さ
と
、
で
き
た
時
の
満
足
感
で
楽

し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

若
い
人
に
も
ど
ん
ど
ん
腕
を
磨
い
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い

　

工
房
で
制
作
の
あ
い
ま
に
、
技
の
継
承
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、
小
林
さ
ん
は
職
場
で
数
多
く
の
若
者
に
技
術
指
導
を
し

て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
今
の
若
い
人
は
勉
強
熱
心
で
頭
が

よ
く
基
本
的
な
技
術
の
習
得
は
早
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

ま
じ
め
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
し
か
し
な
い
た
め
、
そ
れ
以
上

伸
び
な
い
の
が
欠
点
だ
と
か
。「
こ
う
し
た
ら
よ
り
使
い
勝
手

が
い
い
。」
や
「
こ
う
し
た
ら
よ
り
美
し
い
。」
と
い
っ
た
想

像
力
や
遊
び
心
も
時
に
は
必
要
。「
今
持
っ
て
い
る
技
術
に
創

意
工
夫
を
加
え
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
頑
張
る
こ
と
こ
そ
が
、

腕
を
磨
く
最
短
の
道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
澄
ん
だ
瞳
で
穏
や
か
な
笑
顔

で
炎
を
見
つ
め
る
素
敵
な
桂
川
人
、
小
林
さ
ん
で
し
た
。

【お知らせ】
9 月 20 日～ 10 月 19 日で
桂川町立図書館にて小林さんのガラス
細工作品を展示します。
詳しくは、17 ページをご覧ください。
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7 月 17 日、総合福祉センター「ひまわりの里」で第 31 回社会を明るくする運動大会が開催

されました。『防ごう犯罪と非行 助けよう立ち直り』を平成 20 年度の統一標語として映画

や講演をとおして、「どうして犯罪や非行が起きてしまうのか？」「犯罪や非行のない安全で

安心な暮らしは、どうしたらつくることができるのか？」「私たちが今できることはなにか？」

などについて参加者全員で考えました。また、この第 31 回社会を明るくする運動大会に先

立ち、より多くの方に参加していただくため、7 月 7 日、炎天下の中桂川駅前を始め、桂川

町内各所で街頭啓発活動が行われ、更生保護の重要性を訴えました。

「第 31 回社会を明るくする運動大会」～防ごう犯罪と非行  助けよう立ち直り～

September　2008

町　の
交差点
WIDE

■　■　■　■　■　■　■

地域のニュースは総務課
（☎６５・１０８２）まで

今年も「明日香園夏まつり」が盛大に開催されました。
8 月 2 日、特別養護老人ホーム等を運営する

明日香園（土師）で毎年恒例の夏まつりが開

催されました。施設の利用者さんはもちろん、

その家族や地域の方々が集い、王塚太鼓、下

土師地区の盆踊り、各種出し物や大変な賑わ

いをみせた各種バザーなど、楽しい夏の夜の

ひとときを過ごしました。

　 おかえり。
人は、変わることができる。

そう信じることから

更生保護はスタートします。

あやまちをくり返すことのないように、

犯罪や非行からの立ち直りを

社会の一人ひとりが支えていく。

更生への希望は、

あなたの「おかえり」から生まれます。

　　　　　　　　　　【主唱・法務省】

桂川駅を利用される皆さん。出入り口を通る時、「気をつけていってらっしゃい！」

や「おかえりなさい！」と声をかけてくれている生け花があるのご存知でした？これ

は、『今井社中』〔大塚さん・西山さん・小野山さん・原田さん（豆田）、畠中さん（旧

筑穂町）〕の皆さんが、二十数年前からずっと続けられている活動です。駅を利用さ

れる方に四季折々の花を見て、「ホッ！」と一息ついていただければと、毎週花や水

を入れ替えています。なにげない日常生活にひとつ「今週はどんな花が迎えてくれる

かな？」と花を愛でる楽しみを加えられてはいかがでしょうか。

飾り続けて二十数年・・・
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文化・芸術の広場

ピ
ン
ボ
ケ
会

短
歌
会

「古代ハス」
佐谷 禎介 さん撮影

（
七
月
例
会
）

矢
野
京
子 

選

大
庭
土
筆 

選

卵ら
ん

ひ
と
つ
在
る
鳥
の
巣
に
葉
の
影
を
廂
ひ
さ
し
と
し
残
す
壮
年
庭
師

　
　
　
　
　
　
　
　

香
月　

昭
子

採と

れ
す
ぎ
し
胡き
ゅ
う
り瓜
傷い
た

む
と
隣と
な
り
や家
に
三み
た
び度
持
ち
ゆ
く
ト
マ
ト
を
添
へ
て

藤
川
ミ
ヤ
子

空
爆
に
退
避
せ
ざ
り
し
母
を
打
ち
し
苦
き
思
ひ
出
の
八
月
は
来
ぬ

木
原
ト
シ
子

鴉か
ら
す
め奴
が
真ま
っ
か赤
な
ト
マ
ト
を
味あ
じ
み見
せ
り
捥も

ぎ
と
る
や
早
や
わ
れ
も
味
見
す神

﨑　

鈴
子

建
て
替か
わ

り
し
長
ち
ょ
う
み
ょ
う
じ

明
寺
の
門
に
彫ほ

ら
れ
ゐ
る
龍
の
目
太
く
わ
れ
を
睨に
ら

み
つ金

田　

敏
子

（
八
月
例
会
）
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俳
句
会

特　
選

ち
ら
ち
ら
と
金
魚
が
見
て
ゐ
る
わ
が
化け
し
ょ
う粧	

原
口　

孝
子

愛あ
い
き
ょ
う
嬌
の
肥
満
金
魚
の
フ
ラ
ダ
ン
ス	

花
田
ム
ツ
子

本　
選

ガ
ラ
ス
越
し
金
魚
を
な
ぞ
る
小
さ
き
指ゆ
び	

木
下　
　

民

と
き
を
り
は
鉢
の
金
魚
に
見
ら
れ
ゐ
し	

野
上
マ
チ
子

静せ
い
う
ん雲
の
句く

ぞ染
め
の
ハ
ン
カ
チ
白
か
り
き	

藤
田　

昌
愁

広報紙に関してのお問合せは、☎ 65・1082 まで

カ メ ラ　　ニコン F3
絞 り　　F8 
フ ィ ル ム　　フジカラー
シャッター	　　125 分の１

編集 後記＊
Editorial Postscript

　今年の夏は、ほんとに暑い夏でした。ふと思い出したのが、数年前の

苦い体験でした。その年も熱い夏でした。イベントで一日中外で動いて、

途中水分は充分過ぎるくらい取っていたつもりでした。夕方、家に帰って

自分へのご褒美にと 1 本の缶ビールをプシュッ！「あぁ♪この苦味がいい

♪」など思いながら、10 分を過ぎたあたりから手足の筋肉に痛み。そして、

硬直と激しい痛みに襲われ 30 分近く苦しみました。専門家に聞くと、熱

中症の症状とのこと。水分はとっていたはずなのに・・・なぜ？

　アルコールが体内に入ると、アルコールを分解するため肝臓に体の水分

が集められるそうです。さらに、水分はとっていても、塩分が汗とともに

失われて、筋肉中のイオンバランスが崩れている。そしてアルコールによ

る急激な水分不足により筋肉の硬直が起きたのではないかとのことでした。

　暦のうえでは秋ですが、まだまだ当分の間、日中は熱い日が続きますの

で外で活動される際には充分に気をつけてください。（斉藤）

▲
▲

 

▲
 

8 月 4 日、今年も伏貫喜久男さん（豆田）が

栽培された“ジャンボかぼちゃ”が住民セン

ター玄関口にお目見えしました。1 粒の種か

ら数を増やすこと 5 年。今年は、12 個ができ

ました。しかし今年は、時折ふる激しい雨な

どの影響で小ぶりだとか。しかし、それでも

運ぶのに大人 4 人がかりで四苦八苦しました。

今年もでっかく育ちました。

順　位 チーム名 勝　敗

第 1 位 バットマン 11 勝 1 敗

第 2 位 碓井電気 8 勝 2 敗

第 3 位 天道シャークス 7 勝 2 敗

第 3 位 内山田クラブ 7 勝 2 敗

第 5 位 吉隈クラブ 8 勝 3 敗

第 6 位 モンキーズ 7 勝 4 敗

第 7 位 パワーズ 6 勝 4 敗

第 7 位 レッドホークス 6 勝 4 敗 1 分

桂川町早朝ソフトボール同好会

結果報告  8 月 3 日現在

▲ 住民センター玄関口で
まってまーす♪



発行／桂川町役場　〒 820-0696 福岡県嘉穂郡桂川町大字土居 424-1 ☎ 0948（65）1082　●編集／総務課　 広報電算係　●印刷／二葉印刷（株）

＊

＊

町
長
室
か
ら

CALENDAR
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▽
甲
子
園　

今
年
の
８
月
は
、
や
は
り
ス
ポ
ー

ツ
一
色
で
し
た
。
そ
の
中
で
「
夏
の
甲
子
園
」

と
言
え
ば
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
で
す
。

　

第
90
回
の
記
念
大
会
に
は
、
福
岡
県
大
会

で
見
事
に
優
勝
し
た
「
飯
塚
高
校
」
が
初
め

て
出
場
し
ま
し
た
。
地
元
高
校
の
甲
子
園
出

場
は
39
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
で
す
。
飯
塚
高

校
野
球
部
に
は
桂
川
中
学
校
の
卒
業
生
が
多

数
在
籍
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
私
も
初

め
て
甲
子
園
に
応
援
に
行
き
ま
し
た
。

　

甲
子
園
の
感
想
は
、
球
場
内
は
極
度
に
温

度
が
上
が
り
暑
さ
が
も
の
す
ご
い
と
聞
い
て

い
ま
し
た
が
、
い
ざ
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
で

応
援
態
勢
に
入
る
と
暑
さ
は
苦
に
な
ら
ず
。

応
援
合
戦
も
負
け
て
な
る
も
の
か
と
気
合
十

分
。
１
球
１
投
足
に
一
喜
一
憂
す
る
う
ち
に

時
間
が
経
つ
の
が
何
と
早
い
こ
と
か
。

　

甲
子
園
と
い
う
特
別
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
無

心
に
プ
レ
ー
す
る
選
手
た
ち
に
、
称
賛
と
労

い
の
拍
手
を
贈
り
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
す
る
選
手
た
ち
の
存
分
の
活
躍
を

称
え
る
一
方
で
、
彼
ら
を
支
え
て
き
た
の
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
て
な
か
っ
た
多
く
の
野
球

部
員
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
仲

間
た
ち
と
汗
を
流
し
、
練
習
に
没
頭
し
、
切

磋
琢
磨
し
た
経
験
こ
そ
が
「
心
の
金
メ
ダ
ル
」

で
あ
り
、
そ
の
価
値
は
無
限
の
も
の
だ
と
痛

切
に
感
じ
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
飯
塚
高
校
野
球
部
員
。

　
　
　
　
　
　
　

桂
川
町
長　

井
上
利
一

≫

９月 ≫

10月

12
日 

㈰

当番医　麻生耳鼻咽喉科医院
　☎ 28・1122（飯塚市堀池）
第 7 回ときめきウォーク in けいせん
　　住民センターまえふれあい広場
　　　（※要事前申込み：総合体育館まで）

3
日 

㈮

ポリオ生ワクチン投与
　13:00 ～ 14:00( 受付） 総合福祉センター

7
日 

㈰

当番医　西園内科クリニック
　☎ 24・9308（飯塚市小正）

29
日 

㈪

ピヨピヨ教室
　10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

8
日 

㈬

健康相談
　13:30 ～ 14:30　 総合福祉センター

30
日 

㈫

乳児健診
　（受付は対象月齢により異なります）
　総合福祉センター

3
日 

㈬

わんぱく教室
　10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

4
日 

㈭

健康体操教室
　13:50 ～ 15:00  総合体育館

1
日 

㈪

もうすぐ赤ちゃんこんにちは
　10:30 ～ 12:00  総合福祉センター

13
日 

㈯

文学講座パート③「伊勢物語」
　9:30 ～ 11:30  桂川町住民センター

21
日 

㈰

当番医　おおつか眼科医院
　☎ 72・2828（飯塚市長尾）
第 51 回福岡県民体育大会秋季大会
　  筑豊地区

1
日 

㈬

わんぱく教室
　10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

2
日 
㈭

健康体操教室
　13:50 ～ 15:00  総合体育館

5
日 

㈰

当番医　大田外科医院
　☎ 72・0003（飯塚市阿恵）

14
日 

㈫

母子健康手帳発行とお話
　10:30 ～ 11:30  総合福祉センター
ファミリーバドミントン教室
　19:30 ～ 21:30  総合体育館

10
日 

㈬

わんぱく教室
　10:30 ～ 11:30  総合福祉センター
栄養教室
　13:30 ～ 14:30  総合福祉センター

12
日 

㈮

健康体操教室
　13:50 ～ 15:00  総合体育館

14
日 

㈰

当番医　きはら内科消化器科
　☎ 20・9015（桂川町土師）

15
日 

㈪

当番医　石田病院
　☎ 62・2788（桂川町土師）

27
日 

㈯

“筑豊”ふるさとの文化と芸能
－ふるさとの芝居小屋と娯楽・芸能ー
講師 濱嵜弘毅 氏
　13:30 ～ 15:30  コダイム王塚

8
日 

㈪

母子健康手帳発行とお話
　10:30 ～ 11:30  総合福祉センター
ファミリーバドミントン教室
　19:30 ～ 21:30  総合体育館

18
日 

㈭

個別相談
　14:00 ～ 15:00  総合福祉センター

19
日 

㈮

健康体操教室
　13:50 ～ 15:00  総合体育館

20
日 

㈯

第 51 回福岡県民体育大会（総合開会式）
　  筑豊地区

22
日 

㈪

ファミリーバドミントン教室
　19:30 ～ 21:30  総合体育館

23
日 

㈫

当番医　あおやぎ内科クリニック
　☎ 72・3230（飯塚市大分）

26
日 

㈮

健康体操教室
　13:50 ～ 15:00  総合体育館

28
日 

㈰

当番医　青山医院
　☎ 22・6328（飯塚市高田）

10
日 

㈮

健康体操教室
　13:50 ～ 15:00  総合体育館

13
日 

㈪

当番医　諫山医院
　☎ 65・0039（桂川町豆田）

15
日
㈬

ポリオ生ワクチン投与
　13:00 ～ 14:00( 受付） 総合福祉センター

※　行事は変更になる場合があります。回覧板などでご確認ください。
※　在宅当番医は変更が多々ありますので、当日の新聞（筑豊版）でご確認ください。
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